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街に調和する農地

　両宮山古墳は5世紀後半に造られた前方後円
墳です。造山古墳（岡山市）、作山古墳（総社市）
に次いで県内3番目の大きさを誇り、吉備の三大
古墳の1つとして数えられています。墳丘の周囲
は一部が埋没して水田化しているものの、水をた
たえた周濠が巡っており、農業用のため池として
改修・再利用されてきました。現在こうした状況を
美しく残す古墳は岡山県内ではこの古墳のみであ
り、見学者を引きつける大きな魅力となっています。
【問い合わせ】
赤磐市教育委員会社会教育課：TEL 086-955-0710

 両宮山古墳
　山陽地区は、赤磐市の南西部に位置し、
岡山市にも近いベッドタウンとして「ネオ
ポリス」や「山陽団地」といった住宅街
が広がります。昔から水稲・ブドウ・
モモなど農業が盛んで、市街地と農
業が調和する風景が特徴的です。
桃源郷を思わせる景色としても名高く、
初夏の夕暮れには、モモを虫などから
守る防蛾灯が灯り、幻想的な夏の風物
詩として多くの人を魅了し続けています。

 山陽支店

職員の顔ぶれ。今回は小山剛支店長（奥右端）
が地域の魅力を紹介します

　雨が少なく温暖な岡山の気候で育つイチゴは、
甘さと酸味のバランスに優れています。さがほのか・
紅ほっぺ・おいCベリーなどさまざまな品種があり、
県内各地で栽培されています。中でも、美しい色と形、
濃厚な甘さや香りに優れる「おいＣベリー」を「晴苺®」
という統一ブランドとして販売し、「くだもの王国おか
やま」のブランド価値を高めています。

今月の
表紙

イチゴ

©ソラとサン

空

散

歩ソラサンぽ
赤磐市立川
手前のハウスでイチゴを栽培している。
奥に見えるのが山陽自動車道と山陽IC。
交差するように砂川が流れ、沿うように
市街地と田畑、農業ハウスが広がる

vol.
49

あかいわし たつかわ

● 役員が明かすJA晴れの国岡山のヒミツ

　GⅠの取り組み▶▶▶ P.11

● 地元の魅力 郷土料理

　「よもぎ団子」▶▶▶ P.15

写真提供　赤磐市教育委員会

両宮山
古墳

山陽支店

山陽
自動
車道

山陽IC

37

27

27

みのるゴルフ
山陽

マルナカ
山陽店

動画版は公式YouTubeで
ご覧いただけます。

レシピやイベント情報は
LINE公式アカウントで
配信しています。

今月の
オススメ

２０２５年は国際協同組合年です

はれいちご

ふんきゅう

しゅうごう

りょうぐうざん

ぼうがとう

こやまつよし

インターチェンジ
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こんにちは！生まれも育ちも岡山県、ISAKO
です。毎月新規就農者を訪ねて、農作業を

教わりながら新人さんの今を紹介するこのコーナー♪
第12回は、そろそろ中堅！？笠岡市の干拓地で主に
ブロッコリーなどの露地野菜を育てている、松浦さん
にお話を伺いました～！

ISAKO（いさこ） 
生まれも育ちも岡山県。インスタグラ
ムのフォロワー 2.3万人！夢だった蒜
山でのトウモロコシづくりを昨年実現。

今回の感想

▶ブロッコリーのすぐ横を
通る！根を巻き込まな
いよう注意

▶ブロッコリーのすぐ横を
通る！根を巻き込まな
いよう注意

Instagramでも紹介中！

農業バイト
農業っておもしろそう・・・と思ったら

今回の体験を
インスタでも投稿中！

iPhone/
iPad Android

インフルエンサー

ISAKOが行く！
新人農家さんいらっしゃ～い！

農業って

楽しい！

vol.12
と
っ
て
も
広
い
の
で
、
耕
う
ん
機
の
ほ
か
に

ト
ラ
ク
タ
ー
も
大
活
躍
！

@isakooon

いつも振り回されがちな耕うん機…今回は
無事にできたので嬉しかったです！これからの社
会を変えていくような農業×福祉の取り組み、
松浦さんの挑戦は素晴らしいと思いました！

株
式
会
社
み
の
る
ガ
ー
デ
ン
セン
タ
ー

い
ち
ご
フ
ァ
ー
ム

晴 れ の 国 の 農 と 食 を 支 え る 人 た ち

地
域
農
業
の
一
員
と
し
て

資
材
開
発
で
支
え
る

「農福連携プロジェクトを

もっと進めたい」と意欲的！
松浦　政幸さん（44歳）

根を巻き込まないように畝を耕す
　松浦さんの畑は笠岡湾干拓地の中にあり、広大な畑

の中でブロッコリー・オクラ・ホウレンソウなどを育ててい

ます。今回は耕うん機を使い、ブロッコリーの畝間を耕す

お手伝いをしました！畝間を耕すことで除草しながらブロッ

コリーの根に空気を入れ、成長を促します。かなりせま

い畝間を耕しましたが、耕す土が少ないからかスピードが

出て大慌て！耕うん機が少しでも曲がるとブロッコリーの

根を傷つけてしまうので、とっても緊張しました！

農福連携・品種開発など未来に向けて活動中！
　農業高校から農業大学校へ進み、卒業後は青果卸

売市場で働いていた松浦さん。父の代から笠岡湾干拓

地に入植し、干拓地で農業を行っていた基盤をいかそう

と、農家の５代目として後を継ぐ決意をしました。就農か

ら10年の間に、ブロッコリーは品種を組み合わせて春～

初夏と秋冬に収穫、夏は別の野菜と、一年中収穫でき

る流れを定着させました。今は笠岡の若手農家が集まる

潮会の会長を担い、農福連携※のプロジェクトを進めてい

ます。ほかにも、種苗会社とともに干拓地に合う品種を

開発しているそうです。 「死ぬまでできるのが農業の魅力」

と語り、先祖代々続く土地を次世代につなげられるように

と未来を見据えて意欲的に活動されていました！
※農業と福祉が連携して、障がい者が農業分野で活躍する取り組み

就農：11年目
栽培品目：ブロッコリー
栽培面積：150a

収穫の数だけ
喜びがある！

今月の
新人農家
さん

　
株
式
会
社
み
の
る
ガ
ー
デ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、

３
年
前
か
ら
赤
磐
市
を
拠
点
に
、
地
域
農
業

の
一
員
と
し
て
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
親
会
社
で
あ
る
農
業
機
械
メ
ー

カ
ー
・
み
の
る
産
業
が
開
発
し
た「
イ
チ
ゴ
エ

ク
セ
ル
キ
ュ
ー
ブ
」と
い
う
、
ポ
ッ
ト
を
使
わ
な

い
育
苗
培
土
を
使
い
、13
㌃
の
ハ
ウ
ス
で
、「
お

い
C
ベ
リ
ー
」や
種
子
系
品
種「
す
ず
」な
ど
、

５
品
種
を
栽
培
。
直
売
所
や
市
場
へ
出
荷
し

て
い
る
ほ
か
、
い
ち
ご
大
福
の
材
料
と
し
て

製
菓
店
に
も
供
給
し
て
い
ま
す
。
資
材
の
実

証
ほ
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
猛
暑
に
よ
る
生
育
や
収
穫
の

遅
れ
が
著
し
く
、
暑
さ
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
社
の
園
芸
用
固
化

培
土
を
イ
チ
ゴ
の
育
苗
に
試
し
た
と
こ
ろ
、

従
来
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
苗
と
比
べ
て
生
育
が
約

２
週
間
早
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
専
用
の「
イ

チ
ゴ
エ
ク
セ
ル
キ
ュ
ー
ブ
」を
開
発
し
ま
し
た
。

ポ
ッ
ト
が
無
い
た
め
、
表
面
か
ら
の
気
化
熱

で
培
土
温
度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
病

原
菌
の
無
い
、
無
菌
の
培
土
で
す
。

　「
イ
チ
ゴ
エ
ク
セ
ル
キ
ュ
ー
ブ
」を
使
っ
て
い

る
農
家
か
ら
は
、「
ポ
ッ
ト
に
土
を
詰
め
る
作

業
が
無
い
の
で
体
力
的
に
楽
。
ほ
か
の
作
業

を
す
る
時
間
が
で
き
る
」「
植
え
付
け
時
に

ポ
ッ
ト
を
外
す
必
要
が
無
い
の
で
、
作
業
能

率
が
よ
い
」「
使
用
済
み
ポ
ッ
ト
の
片
付
け
や

消
毒
が
不
要
な
の
が
よ
い
」な
ど
の
声
が
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

　　
現
在「
イ
チ
ゴ
エ
ク
セ
ル
キ
ュ
ー
ブ
」は
、
県

内
の
２
〜
３
割
の
イ
チ
ゴ
農
家
に
普
及
し
て

い
ま
す
。
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
比
べ
、
価
格
が
高
い

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、「
作

業
の
軽
減
や
、
高
単
価
で
推
移
す
る
年
内
の

販
売
拡
大
が
期
待
で
き
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
」と
担
当
者
は
話
し
ま
す
。
農
家
の
視
察

も
受
付
け
て
お
り
、「
今
後
も
実
証
を
重
ね
、

少
し
で
も
農
家
に
役
立
つ
技
術
を
開
発
し
、

イ
チ
ゴ
の
安
定
生
産
に
寄
与
し
た
い
」と
意

気
込
み
ま
す
。

真っ赤に熟れたイチゴを収穫。猛暑の影響で成長が遅れたが収穫は順調に進む真っ赤に熟れたイチゴを収穫。猛暑の影響で成長が遅れたが収穫は順調に進む

安
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作
業
の
負
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イ
チ
ゴ
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培
は

暑
さ
対
策
が
課
題

「イチゴエクセルキューブ」。挿し苗用とセル苗用
があり、写真はランナーを受ける挿し苗用

イ
チ
ゴ
エ
ク
セ
ル
キ
ュ
ー
ブ
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

み
の
る
産
業
株
式
会
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」や
種
子
系
品
種「
す
ず
」な
ど
、

５
品
種
を
栽
培
。
直
売
所
や
市
場
へ
出
荷
し

て
い
る
ほ
か
、
い
ち
ご
大
福
の
材
料
と
し
て

製
菓
店
に
も
供
給
し
て
い
ま
す
。
資
材
の
実

証
ほ
場
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
、
猛
暑
に
よ
る
生
育
や
収
穫
の

遅
れ
が
著
し
く
、
暑
さ
対
策
が
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
社
の
園
芸
用
固
化

培
土
を
イ
チ
ゴ
の
育
苗
に
試
し
た
と
こ
ろ
、

従
来
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
苗
と
比
べ
て
生
育
が
約

２
週
間
早
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
専
用
の「
イ

チ
ゴ
エ
ク
セ
ル
キ
ュ
ー
ブ
」を
開
発
し
ま
し
た
。

ポ
ッ
ト
が
無
い
た
め
、
表
面
か
ら
の
気
化
熱

で
培
土
温
度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
り
、
病

原
菌
の
無
い
、
無
菌
の
培
土
で
す
。

　「
イ
チ
ゴ
エ
ク
セ
ル
キ
ュ
ー
ブ
」を
使
っ
て
い

る
農
家
か
ら
は
、「
ポ
ッ
ト
に
土
を
詰
め
る
作

業
が
無
い
の
で
体
力
的
に
楽
。
ほ
か
の
作
業

を
す
る
時
間
が
で
き
る
」「
植
え
付
け
時
に

ポ
ッ
ト
を
外
す
必
要
が
無
い
の
で
、
作
業
能

率
が
よ
い
」「
使
用
済
み
ポ
ッ
ト
の
片
付
け
や

消
毒
が
不
要
な
の
が
よ
い
」な
ど
の
声
が
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

　　
現
在「
イ
チ
ゴ
エ
ク
セ
ル
キ
ュ
ー
ブ
」は
、
県

内
の
２
〜
３
割
の
イ
チ
ゴ
農
家
に
普
及
し
て

い
ま
す
。
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
比
べ
、
価
格
が
高
い

と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
が
、「
作

業
の
軽
減
や
、
高
単
価
で
推
移
す
る
年
内
の

販
売
拡
大
が
期
待
で
き
、
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
」と
担
当
者
は
話
し
ま
す
。
農
家
の
視
察

も
受
付
け
て
お
り
、「
今
後
も
実
証
を
重
ね
、

少
し
で
も
農
家
に
役
立
つ
技
術
を
開
発
し
、

イ
チ
ゴ
の
安
定
生
産
に
寄
与
し
た
い
」と
意

気
込
み
ま
す
。

真っ赤に熟れたイチゴを収穫。猛暑の影響で成長が遅れたが収穫は順調に進む真っ赤に熟れたイチゴを収穫。猛暑の影響で成長が遅れたが収穫は順調に進む

安
定
生
産
に
寄
与
し
た
い

作
業
の
負
担
軽
減

イ
チ
ゴ
栽
培
は

暑
さ
対
策
が
課
題

「イチゴエクセルキューブ」。挿し苗用とセル苗用
があり、写真はランナーを受ける挿し苗用

イ
チ
ゴ
エ
ク
セ
ル
キ
ュ
ー
ブ
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

み
の
る
産
業
株
式
会
社
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長年続く、地元産ミカンを使った「ママジャム」づくり

倉敷かさや女性部 西阿知地区
長谷川 真弓さん

料
理
教
室
が
き
っ
か
け

　
Ｊ
Ａ
の
生
活
指
導
員
に「
家
の
光
」の
レ
シ
ピ

を
活
用
し
た「
家
の
光
料
理
教
室
」に
誘
わ
れ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
女
性
部
と
の
付
き
合

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
料
理
教
室
で
教
わ
っ
た

「
ミ
カ
ン
ジ
ャ
ム
は
、
皮
を
一
緒
に
煮
詰
め
れ
ば

固
ま
り
や
す
く
な
る
」と
い
う
話
が
、
目
か
ら

う
ろ
こ
で
し
た
。
ミ
カ
ン
を
丸
ご
と
使
っ
た
ジ
ャ

ム（
愛
称
・
マ
マ
ジ
ャ
ム
）づ
く
り
は
、
所
属
す
る

日
生
支
部
の
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
晴
寿
司
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀
賞
に
輝
い

た
こ
と
で
、
女
性
部
が
し
っ
か
り
と
ひ
と
つ
に
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
今
は
児
童
に
作
り
方
を
伝
承

す
る
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
。

　
布
を
使
っ
た「
モ
ク
レ
ン
の
花
」づ
く
り
も
仲

間
と
の
交
流
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
10
支
部

が
１
本
ず
つ
持
ち
寄
り
、
モ
ク
レ
ン
の
大
木
が

完
成
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
と
次
世
代
を
つ
な
ぐ

　
真
庭
地
区
は
高
齢
化
が
進
み
、
過
疎
化
が
深

刻
な
地
域
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
若
者
と

の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
地
域
活
性
化
に
貢
献

す
る
た
め
、「
家
の
光
」や「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」な
ど

を
活
用
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
部
運
営
の
カ
フ
ェ
に「
安
全
安
心
」な
お

弁
当
を
求
め
て
、
子
育
て
世
代
の
女
性
た
ち
が

来
店
。
そ
こ
で
女
性
部
の
活
動
に
興
味
を
持
っ

た
方
が
さ
ら
に
仲
間
に
声
を
か
け
、一
気
に
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
部
員
が
13
人
も
増
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、「
家
の
光
」を
活
用
し
た

子
育
て
世
代
向
け「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」の

開
催
が
実
現
。
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
人
生
に

お
け
る
お
金
の
流
れ
や
人
生
設
計
を
考
え
る
よ

い
機
会
に
な
っ
た
と
好
評
で
し
た
。

　「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」も
利
用
し
て
Ｊ
Ａ
の
事
業
を
Ｐ
Ｒ

し
、
共
済
担
当
者
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
員
と
の
つ

な
が
り
を
強
化
し
ま
し
た
。
部
員
の
大
半
が
Ｊ
Ａ

と
の
関
わ
り
が
少
な
か
っ
た
た
め
、「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」

を
通
じ
て
共
済
や
Ｊ
Ａ
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
真
庭
地
区
は
毎
年
、
地
域
の
小
学
生
を
対
象

に
、
農
業
の
手
伝
い
や
農
業
を
学
ん
だ
児
童
・

団
体
を
表
彰
す
る「
二
宮
金
次
郎
賞
」の

贈
呈
を
行
っ
て
い
ま
す
。
副
賞
と
し
て

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」を
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。
20
年
以
上
続
く
事
業
で
、

現
在
農
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
方
も

多
く
い
ま
す
。

　
今
後
も「
家
の
光
」や「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」を

利
用
し
て
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ン
を
作
り
、
ワ
ク
ワ
ク

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

J
A
グ
ル
ー
プ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
で
す

J
A
グ
ル
ー
プ
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
で
す

支部の垣根を越えて仲間の絆が強まった「モクレンの花」づくり

地元のイベントで人
気の手作りみそ。
地域との交流にも
つながっています

「ライフプランセミナー」では、若い世代に気軽に参加してほしいと女
性部手作りのケーキとコーヒーを提供。おしゃべりを楽しみながら勉
強ができる会になりました

「二宮金次郎賞」の表彰。受賞が
きっかけで自信がつき、明るく意欲
的になった子もいるそうです

女性部の仲間づくり
～家の光大会の体験発表～

女性部手作りの「新聞紙
エコバッグ」に「ちゃぐり
ん」を入れてプレゼント！

第66回全国家の光大会
「普及・文化活動の部」
最優秀賞

全国農業協同組合
中央会 会長賞

み
そ
づ
く
り
で

つ
な
が
る
輪

　
女
性
部
の
活
動
で
一
番
人
気
な
の

が「
み
そ
づ
く
り
」で
す
。
昔
は
農
閑

期
な
ど
を
利
用
し
て
地
域
の
女
性

が
集
ま
り
み
そ
づ
く
り
を
し
て
い
ま

し
た
。
活
動
を
通
じ
て
仲
間
の
輪

が
広
が
り
、
現
在
は
、
そ
の
お
嫁
さ

ん
が
女
性
部
に
加
入
し
て
、
安
全

安
心
な
お
い
し
い
み
そ
づ
く
り
を
引

き
継
い
で
い
ま
す
。

　
食
育
活
動
こ
そ
が「
食
と
農
」に

深
く
関
わ
る
Ｊ
Ａ
女
性
部
な
ら
で
は

の
活
動
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
家

の
光
」の
レ
シ
ピ
を
活
用
し
た
料
理

教
室
な
ど
で
食
と
農
の
大
切
さ
を

次
世
代
に
伝
え
、
女
性
部
の
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「家の光」「ちゃぐりん」「地上」とは

真
庭
基
幹
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

福
原 

正
恵 

職
員

岡
山
東
女
性
部

日
生
支
部

南
　
栄
江
さ
ん

2024年度の「家の光大会」での発表の一部を抜粋して紹介し、仲間やJA職員と一
体となって、地域・組織・JAに元気をもたらす女性部の協同活動を伝えます。
2024年度の「家の光大会」での発表の一部を抜粋して紹介し、仲間やJA職員と一
体となって、地域・組織・JAに元気をもたらす女性部の協同活動を伝えます。

第
66
回
全
国
家
の
光
大
会

「
記
事
活
用
の
部
」

岡
山
県
代
表

第
66
回
全
国
家
の
光
大
会

「
記
事
活
用
の
部
」

岡
山
県
代
表

　「食
と
農
」「
暮
ら
し
」「
協
同
」「
家

族
」と
い
う
4
つ
の
柱
を
大
切
に
し
、

食
・
農
・
環
境
・
生
活
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
月
刊
誌
で
す
。

　農
家
女
性
向
け
の「
家
の
光
」の
ほ

か
、
子
ど
も
向
け
に
食
農
教
育
を
す

す
め
る「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」、
地
域
農
業

の
担
い
手
向
け
に「
地
上
」を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　「食
と
農
」「
暮
ら
し
」「
協
同
」「
家

族
」と
い
う
4
つ
の
柱
を
大
切
に
し
、

食
・
農
・
環
境
・
生
活
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
月
刊
誌
で
す
。

　農
家
女
性
向
け
の「
家
の
光
」の
ほ

か
、
子
ど
も
向
け
に
食
農
教
育
を
す

す
め
る「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」、
地
域
農
業

の
担
い
手
向
け
に「
地
上
」を
発
行
し

て
い
ま
す
。

購読のお申し込みは、
JA支店窓口まで！

写真提供：
（一社）家の光協会

特集

はせがわ まゆみ

ふ
く
は
ら

ま
さ
え

み
な
み

さ
か
え
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そ
づ
く
り
」で
す
。
昔
は
農
閑

期
な
ど
を
利
用
し
て
地
域
の
女
性

が
集
ま
り
み
そ
づ
く
り
を
し
て
い
ま

し
た
。
活
動
を
通
じ
て
仲
間
の
輪

が
広
が
り
、
現
在
は
、
そ
の
お
嫁
さ

ん
が
女
性
部
に
加
入
し
て
、
安
全

安
心
な
お
い
し
い
み
そ
づ
く
り
を
引

き
継
い
で
い
ま
す
。

　
食
育
活
動
こ
そ
が「
食
と
農
」に

深
く
関
わ
る
Ｊ
Ａ
女
性
部
な
ら
で
は

の
活
動
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。「
家

の
光
」の
レ
シ
ピ
を
活
用
し
た
料
理

教
室
な
ど
で
食
と
農
の
大
切
さ
を

次
世
代
に
伝
え
、
女
性
部
の
活
動

に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

「家の光」「ちゃぐりん」「地上」とは

真
庭
基
幹
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

福
原 

正
恵 

職
員

岡
山
東
女
性
部

日
生
支
部

南
　
栄
江
さ
ん

2024年度の「家の光大会」での発表の一部を抜粋して紹介し、仲間やJA職員と一
体となって、地域・組織・JAに元気をもたらす女性部の協同活動を伝えます。
2024年度の「家の光大会」での発表の一部を抜粋して紹介し、仲間やJA職員と一
体となって、地域・組織・JAに元気をもたらす女性部の協同活動を伝えます。

第
66
回
全
国
家
の
光
大
会

「
記
事
活
用
の
部
」

岡
山
県
代
表

第
66
回
全
国
家
の
光
大
会

「
記
事
活
用
の
部
」

岡
山
県
代
表

　「食
と
農
」「
暮
ら
し
」「
協
同
」「
家

族
」と
い
う
4
つ
の
柱
を
大
切
に
し
、

食
・
農
・
環
境
・
生
活
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
月
刊
誌
で
す
。

　農
家
女
性
向
け
の「
家
の
光
」の
ほ

か
、
子
ど
も
向
け
に
食
農
教
育
を
す

す
め
る「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」、
地
域
農
業

の
担
い
手
向
け
に「
地
上
」を
発
行
し

て
い
ま
す
。

　「食
と
農
」「
暮
ら
し
」「
協
同
」「
家

族
」と
い
う
4
つ
の
柱
を
大
切
に
し
、

食
・
農
・
環
境
・
生
活
な
ど
に
つ
い
て

の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
月
刊
誌
で
す
。

　農
家
女
性
向
け
の「
家
の
光
」の
ほ

か
、
子
ど
も
向
け
に
食
農
教
育
を
す

す
め
る「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」、
地
域
農
業

の
担
い
手
向
け
に「
地
上
」を
発
行
し

て
い
ま
す
。

購読のお申し込みは、
JA支店窓口まで！

写真提供：
（一社）家の光協会

特集

はせがわ まゆみ

ふ
く
は
ら

ま
さ
え

み
な
み

さ
か
え
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多
く
の
人
と
つ
な
が
り
、
感
動
を
共
有
し
た
い
と
手
芸

教
室
を
長
年
続
け
て
い
ま
す
。
針
が
手
に
刺
さ
っ
た
り
糸

が
通
ら
な
い
な
ど
の
苦
労
を
乗
り
越
え
、
作
り
上
げ
た

作
品
を
見
る
と
、
達
成
感
も
ひ
と
し
お
で
す
。
仲
間
と

完
成
を
よ
ろ
こ
び
、
み
ん
な
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
際
も
、
地
域

の
人
々
が
作
っ
た
作
品
の
展
示
を
企
画
し
、
地
域
に
元
気

を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
展
示
会
は
テ
レ
ビ

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
家
の
光
」の

手
芸
ペ
ー
ジ
に
触
発
さ
れ
、

編
み
物
や
裁
縫
な
ど
に

取
り
組
み
、
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
着
物
を
洋
服
に
リ

メ
イ
ク
す
る
な
ど
、
新
た

な
挑
戦
も
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
手
芸
を
通
じ
て

も
っ
と
多
く
の
人
と
交
流

し
、
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
約
26
年
前
、
蒜
山
に
移
住
し
て
ト
マ
ト
農
家
と
し
て
の
生

活
を
始
め
ま
し
た
。
知
り
合
い
も
い
な
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
、あ
わ
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。少
し
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
し
た
い
と
思
っ
た
も
の
の「
出
か
け
る
場
所
も
理
由

も
な
い
」と
気
づ
き
、
先
輩
に
相
談
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

女
性
部
に
加
入
。
着
付
け
や
手
芸
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
で
お
こ

わ
づ
く
り
や
花
の
寄
せ
植
え
を
す
る
な
ど
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
家
の
光
」を
活
用
し
て
日
々
の
家
計
簿
の
書
き
方
や
、

農
業
申
告
の
コ
ツ
を
つ
か
み

ま
し
た
。
青
色
申
告
会
の

ア
ル
バ
イ
ト
も
引
き
受
け
、

「
個
人
事
業
主
」で
あ
る
自

分
の
立
場
か
ら
節
税
対
策

な
ど
を
紹
介
し
喜
ん
で
も

ら
え
ま
し
た
。
最
近
で
は

オ
フ
の
時
間
も
充
実
し
、

地
域
や
仲
間
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
蒜
山
ラ
イ
フ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

夫
と
農
家
に
転
身

蒜
山
で
農
業
ラ
イ
フ

仕
事
や
家
庭
で
も

「
家
の
光
」が
活
躍

手
芸
で
つ
な
が
り
広
が
る

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
に
力

　
西
粟
倉
村
は
鳥
取
県
と
兵
庫
県
に
隣
接
し
、
人
口

約
１
３
０
０
人
の
小
さ
な
村
で
す
。
私
は
23
歳
で
こ
の
村

に
嫁
ぎ
、
最
初
は
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
女

性
部
に
参
加
し
、
先
輩
か
ら
の
温
か
い
指
導
を
受
け
て
だ

ん
だ
ん
と
馴
染
ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
地
域
の

仲
間
づ
く
り
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
親
か
ら
受
け
継
い
だ「
家
の
光
」は
自
身
の
愛
読
書
で
、

家
族
や
地
域
の
人
々
と
の
絆
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。
勤
め
先
の
介
護
施
設
で
も「
家
の
光
」の
内

容
を
参
考
に
手
芸
を
す
る
な
ど
四
季
折
々
の
ア
イ
デ
ア
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
も
レ
シ
ピ
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
ク
リ

ス
マ
ス
や
お
正
月
と
い
っ
た
、
い
つ
も
と
違
う
料
理
を
楽
し

め
る
レ
シ
ピ
が
お
気
に
入
り
で
す
。
忙
し
い
日
々
の
中
で

も
自
分
が
楽
し
め
る
こ
と
を
探
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
一
人
の
力
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

案
外
簡
単
に
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。
女
性
部
活
動
を
通
じ
て
地

域
や
家
族
が
互
い
に
理
解
し
、
支
え
合
い
協
力
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
す
。

　「
家
の
光
」を
参
考
に
、
農
業
や
食
文
化
を
守
る
活
動
を
進
め
、

特
に
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ

モ
栽
培
は
毎
年
の
恒
例
行
事
で
、
収
穫
後
も
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売

体
験
や
料
理
教
室
を
通
じ
て「
食
と
農
」の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保

護
者
の
方
と
も
一
緒
に
汗
を

流
す
こ
と
で
地
域
の
若
い
世

代
と
農
業
の
架
け
橋
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
家
の
光
」の
企
画
、

「
く
る
く
る
巻
き
ず
し
コ
ン
テ

ス
ト
」で
は
子
ど
も
た
ち
と
花

火
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
巻
き
寿

司
を
作
り
見
事
コ
ン
テ
ス
ト
の

大
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
仲
間
と
協
力
し
合

い
、
さ
ら
に
新
し
い
挑
戦
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
聞
い
た
と
き
他
人
事
の
よ
う
に
感

じ
た「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」。
し
か
し
、
女
性
部
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
必
ず
あ
る
と
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
食
と
農
を
基
軸
に
活
動
す
る
女
性

部
と
し
て
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
家
の
光
」の「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
」（
個
人
が
食
品
を
寄
付
す
る
活
動
）の

記
事
を
参
考
に
、
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
を

見
直
し
、
独
自
に「
フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
ド
ラ
イ
ブ
」

（
食
品
に
日
用
品
も
加
え
た
寄
付
活
動
）を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
青
壮
年
部
と
連
携
し
て
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
も
行
い
、

地
域
の
絆
を
強
め
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、「
一

人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
こ
う
」と
い
う
思

い
が
広
が
り
、
仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
小
さ
な
一
歩
が
、
大
き
な
変
化
を
生
む
と
信
じ
て
、
今

後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
た
食
品
や
日
用
品
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
届
け
て
い
ま
す

青壮年部とも協力して野菜もたくさん集
まりました

び
ほ
く
女
性
部 

川
上
支
部

大
塚 

満
須
恵
さ
ん

勝
英
女
性
部 

英
北
支
部

青
木 

晴
子
さ
ん

津
山
女
性
部 

久
米
支
部

筒
塩 

清
美
さ
ん

岡
山
西
女
性
部 
茶
屋
町
支
部

生
田 

人
美
さ
ん

真
庭
女
性
部 

蒜
山
支
部

舟
元 

幸
美
さ
ん

参
加
し
た
着
付
け
教
室
。
部
の
活

動
は
忙
し
い
農
業
の
合
間
に
一
息

つ
け
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す

仲
間
と
作
る
楽
し
さ
、
完
成
し
た

時
の
感
動
を
共
有
し
て
い
ま
す

食品ロス削減へ
できることを少しずつ

子
ど
も
た
ち
に「
食
と
農
」に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
取
り
組
ん
で
い
る

「
親
子
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」。
一
緒
に
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た

限
ら
れ
た
時
間
で

無
理
が
な
い
よ
う
活
動

　
万
歳
支
部
は
40
代
か
ら
70
代
の
部
員
が
在
籍
し
、
７
割
以
上

が
現
役
で
働
い
て
い
ま
す
。
活
動
は「
で
き
る
範
囲
で
無
理
を
し

な
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
へ
の
恩
返
し
と
次
世
代
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー

プ
で
カ
ゴ
を
作
り
、
地
域
の

祭
り
で
は「
ま
ん
ざ
い
エ
プ
ロ

ン
」や「
バ
ン
ダ
ナ
帽
子
」を

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
最
近
で
は「
家
の
光
」

の
レ
シ
ピ
を
使
っ
た
料
理
教

室
に
若
い
親
子
を
招
待
し
、

地
域
と
の
絆
を
深
め
て
い
ま

す
。
部
員
減
少
が
課
題
の
中
、

新
た
な
仲
間
を
迎
え
入
れ
、

と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

ま
す
。

新見女性部 万歳支部
小林 千佳子さん

子
育
て
世
代
も
参
加
し
に
ぎ
わ
っ

た
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
の
カ
ゴ
づ
く

り
。
作
品
を
並
べ
る
と「
ま
ん
ざ
い

の
輪
」が
で
き
ま
し
た

特集特集
お
お
つ
か

ま
す
え

あ
お
き

は
る
こ

つ
つ
し
お

き
よ
み

い
く
た

ひ
と
み

ふ
な
も
と

ゆ
き
み

こばやし ちかこ

まんざい
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多
く
の
人
と
つ
な
が
り
、
感
動
を
共
有
し
た
い
と
手
芸

教
室
を
長
年
続
け
て
い
ま
す
。
針
が
手
に
刺
さ
っ
た
り
糸

が
通
ら
な
い
な
ど
の
苦
労
を
乗
り
越
え
、
作
り
上
げ
た

作
品
を
見
る
と
、
達
成
感
も
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と
し
お
で
す
。
仲
間
と

完
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を
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こ
び
、
み
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な
の
笑
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が
あ
ふ
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い
ま
す
。
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で
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ン
ト
が
中
止
に
な
っ
た
際
も
、
地
域

の
人
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が
作
っ
た
作
品
の
展
示
を
企
画
し
、
地
域
に
元
気

を
与
え
る
こ
と
が
で
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ま
し
た
。
そ
の
展
示
会
は
テ
レ
ビ

で
も
取
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上
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れ
、
多
く
の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
家
の
光
」の

手
芸
ペ
ー
ジ
に
触
発
さ
れ
、

編
み
物
や
裁
縫
な
ど
に

取
り
組
み
、
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
着
物
を
洋
服
に
リ

メ
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ク
す
る
な
ど
、
新
た

な
挑
戦
も
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
手
芸
を
通
じ
て

も
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と
多
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の
人
と
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流

し
、
地
域
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
約
26
年
前
、
蒜
山
に
移
住
し
て
ト
マ
ト
農
家
と
し
て
の
生

活
を
始
め
ま
し
た
。
知
り
合
い
も
い
な
い
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
で
、あ
わ
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。少
し
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン
し
た
い
と
思
っ
た
も
の
の「
出
か
け
る
場
所
も
理
由

も
な
い
」と
気
づ
き
、
先
輩
に
相
談
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

女
性
部
に
加
入
。
着
付
け
や
手
芸
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
で
お
こ

わ
づ
く
り
や
花
の
寄
せ
植
え
を
す
る
な
ど
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
家
の
光
」を
活
用
し
て
日
々
の
家
計
簿
の
書
き
方
や
、

農
業
申
告
の
コ
ツ
を
つ
か
み

ま
し
た
。
青
色
申
告
会
の

ア
ル
バ
イ
ト
も
引
き
受
け
、

「
個
人
事
業
主
」で
あ
る
自

分
の
立
場
か
ら
節
税
対
策

な
ど
を
紹
介
し
喜
ん
で
も

ら
え
ま
し
た
。
最
近
で
は

オ
フ
の
時
間
も
充
実
し
、

地
域
や
仲
間
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
蒜
山
ラ
イ
フ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

夫
と
農
家
に
転
身

蒜
山
で
農
業
ラ
イ
フ

仕
事
や
家
庭
で
も

「
家
の
光
」が
活
躍

手
芸
で
つ
な
が
り
広
が
る

地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
に
力

　
西
粟
倉
村
は
鳥
取
県
と
兵
庫
県
に
隣
接
し
、
人
口

約
１
３
０
０
人
の
小
さ
な
村
で
す
。
私
は
23
歳
で
こ
の
村

に
嫁
ぎ
、
最
初
は
慣
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
女

性
部
に
参
加
し
、
先
輩
か
ら
の
温
か
い
指
導
を
受
け
て
だ

ん
だ
ん
と
馴
染
ん
で
い
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
が
地
域
の

仲
間
づ
く
り
の
大
切
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
親
か
ら
受
け
継
い
だ「
家
の
光
」は
自
身
の
愛
読
書
で
、

家
族
や
地
域
の
人
々
と
の
絆
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ

て
い
ま
す
。
勤
め
先
の
介
護
施
設
で
も「
家
の
光
」の
内

容
を
参
考
に
手
芸
を
す
る
な
ど
四
季
折
々
の
ア
イ
デ
ア
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
で
も
レ
シ
ピ
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
ク
リ

ス
マ
ス
や
お
正
月
と
い
っ
た
、
い
つ
も
と
違
う
料
理
を
楽
し

め
る
レ
シ
ピ
が
お
気
に
入
り
で
す
。
忙
し
い
日
々
の
中
で

も
自
分
が
楽
し
め
る
こ
と
を
探
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
き

た
い
で
す
。

　
一
人
の
力
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、

案
外
簡
単
に
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
す
。
女
性
部
活
動
を
通
じ
て
地

域
や
家
族
が
互
い
に
理
解
し
、
支
え
合
い
協
力
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
ま
す
。

　「
家
の
光
」を
参
考
に
、
農
業
や
食
文
化
を
守
る
活
動
を
進
め
、

特
に
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
サ
ツ
マ
イ

モ
栽
培
は
毎
年
の
恒
例
行
事
で
、
収
穫
後
も
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売

体
験
や
料
理
教
室
を
通
じ
て「
食
と
農
」の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保

護
者
の
方
と
も
一
緒
に
汗
を

流
す
こ
と
で
地
域
の
若
い
世

代
と
農
業
の
架
け
橋
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
家
の
光
」の
企
画
、

「
く
る
く
る
巻
き
ず
し
コ
ン
テ

ス
ト
」で
は
子
ど
も
た
ち
と
花

火
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
巻
き
寿

司
を
作
り
見
事
コ
ン
テ
ス
ト
の

大
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
仲
間
と
協
力
し
合

い
、
さ
ら
に
新
し
い
挑
戦
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
初
め
て
聞
い
た
と
き
他
人
事
の
よ
う
に
感

じ
た「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」。
し
か
し
、
女
性
部
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
必
ず
あ
る
と
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。
食
と
農
を
基
軸
に
活
動
す
る
女
性

部
と
し
て
、
食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
り
組
み
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。「
家
の
光
」の「
フ
ー
ド
ド

ラ
イ
ブ
」（
個
人
が
食
品
を
寄
付
す
る
活
動
）の

記
事
を
参
考
に
、
自
分
た
ち
の
日
常
生
活
を

見
直
し
、
独
自
に「
フ
ー
ド
＆
ラ
イ
フ
ド
ラ
イ
ブ
」

（
食
品
に
日
用
品
も
加
え
た
寄
付
活
動
）を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
青
壮
年
部
と
連
携
し
て
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
も
行
い
、

地
域
の
絆
を
強
め
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、「
一

人
一
人
が
で
き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
こ
う
」と
い
う
思

い
が
広
が
り
、
仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
の
小
さ
な
一
歩
が
、
大
き
な
変
化
を
生
む
と
信
じ
て
、
今

後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
向
け
た
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

み
ん
な
で
持
ち
寄
っ
た
食
品
や
日
用
品
を

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
届
け
て
い
ま
す

青壮年部とも協力して野菜もたくさん集
まりました

び
ほ
く
女
性
部 

川
上
支
部

大
塚 

満
須
恵
さ
ん

勝
英
女
性
部 

英
北
支
部

青
木 

晴
子
さ
ん

津
山
女
性
部 

久
米
支
部

筒
塩 

清
美
さ
ん

岡
山
西
女
性
部 

茶
屋
町
支
部

生
田 

人
美
さ
ん

真
庭
女
性
部 

蒜
山
支
部

舟
元 

幸
美
さ
ん

参
加
し
た
着
付
け
教
室
。
部
の
活

動
は
忙
し
い
農
業
の
合
間
に
一
息

つ
け
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す

仲
間
と
作
る
楽
し
さ
、
完
成
し
た

時
の
感
動
を
共
有
し
て
い
ま
す

食品ロス削減へ
できることを少しずつ

子
ど
も
た
ち
に「
食
と
農
」に
興
味
を

持
っ
て
ほ
し
い
と
取
り
組
ん
で
い
る

「
親
子
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」。
一
緒
に
サ
ツ

マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し
た

限
ら
れ
た
時
間
で

無
理
が
な
い
よ
う
活
動

　
万
歳
支
部
は
40
代
か
ら
70
代
の
部
員
が
在
籍
し
、
７
割
以
上

が
現
役
で
働
い
て
い
ま
す
。
活
動
は「
で
き
る
範
囲
で
無
理
を
し

な
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
へ
の
恩
返
し
と
次
世
代
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー

プ
で
カ
ゴ
を
作
り
、
地
域
の

祭
り
で
は「
ま
ん
ざ
い
エ
プ
ロ

ン
」や「
バ
ン
ダ
ナ
帽
子
」を

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地

域
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
最
近
で
は「
家
の
光
」

の
レ
シ
ピ
を
使
っ
た
料
理
教

室
に
若
い
親
子
を
招
待
し
、

地
域
と
の
絆
を
深
め
て
い
ま

す
。
部
員
減
少
が
課
題
の
中
、

新
た
な
仲
間
を
迎
え
入
れ
、

と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

ま
す
。

新見女性部 万歳支部
小林 千佳子さん

子
育
て
世
代
も
参
加
し
に
ぎ
わ
っ

た
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
の
カ
ゴ
づ
く

り
。
作
品
を
並
べ
る
と「
ま
ん
ざ
い

の
輪
」が
で
き
ま
し
た

特集特集
お
お
つ
か

ま
す
え

あ
お
き

は
る
こ

つ
つ
し
お

き
よ
み

い
く
た

ひ
と
み

ふ
な
も
と

ゆ
き
み

こばやし ちかこ

まんざい
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黄ニラじょうゆカボチャプリン

根菜のフロランタン風 米粉カップケーキ

卵（Ｍサイズ）…1個
砂糖…50ｇ
牛乳…80ml
サラダ油…大さじ２

　　砂糖…20ｇ

Ａ　ハチミツ…20ｇ　　バター…20ｇ
　　生クリーム…30ｇ

きび砂糖…70ｇ
黄ニラじょうゆ…小さじ1
バニラエッセンス…少々

【しょうゆカラメル】
　きび砂糖…大さじ4
　水…大さじ1と1/2
　黄ニラじょうゆ…小さじ２

卵…４個
牛乳または豆乳…400ml
カボチャ…200ｇ

① 【しょうゆカラメル】を作る。きび砂糖と水
大さじ１を小鍋に入れ中火にかける。鍋
を揺すりながらきび砂糖を溶かし、煮詰
めて茶色になったら火を止める。残りの
水と黄ニラじょうゆを順に加え、その都度
鍋を揺すってさっと混ぜ、耐熱容器に流
し入れる。

② カボチャを600Wの電子レンジで8分加
熱する。皮をむき、熱いうちに裏ごしする。

③ 耐熱ボウルに牛乳（または豆乳）ときび砂
糖を入れ、ラップをかけ600Wの電子レ
ンジで２分加熱する。取り出してきび砂
糖が溶けるまで混ぜる。

④ 別のボウルに卵を入れ泡立てないように
溶く。黄ニラじょうゆとバニラエッセンス・
②・③を加えてプリン液をつくる。

⑤ ④のプリン液をザルでこして①の耐熱容
器に流し入れる。

⑥ フライパンに布巾を敷き⑤をのせ、プリン液
がつかないようにアルミホイルをかぶせる。
器の1/3ぐらいの高さを目安にフライパン
にお湯（分量外）を注ぐ。

⑦ フライパンにふたをして中火にかけ、20
分ほど蒸す。火を止めて予熱で10分ほど
蒸らし、取り出して粗熱が取れたら冷蔵
庫で冷やす。

カラメルを黄ニラじょうゆにし、岡山県産をアピールしました。黄ニラは
ビタミンＡ・Ｃ・Ｅ、カボチャはビタミン・ミネラル・食物繊維が豊富です。

つくりかた

材料／４個分、調理時間40分（冷やし固める時間を除く）

グルテンフリーで食物繊維が豊富なレンコン・サツマイモ・ゴボウを
皮ごと使った腸内環境改善おやつです。

レンコン…40ｇ
サツマイモ…30ｇ
ゴボウ…20ｇ
米粉…100ｇ
ベーキングパウダー…4ｇ

① レンコン・サツマイモ・ゴボウを洗い、
皮つきのままスライサーでスライス
する（ゴボウは斜めにスライスする）。
別々に水にさらしておく。

② ①の水気をキッチンペーパーで
しっかりとり、１種類ずつ別々にクッ
キングシートを敷いた耐熱皿に重
ならないように並べ、600Wの電
子レンジで4～６分ほどパリパリに
なるまで加熱する。

③ ボウルに卵・砂糖・牛乳・サラダ
油を入れてよく混ぜ、さらに米粉・
ベーキングパウダーを入れて混ぜる。

④ ７㎝のカップケーキ型に③を入れ、
170℃のオーブンで10分焼く。

⑤ 鍋にＡを入れ中火にかけ、沸騰し
たら火を止め、②を入れて混ぜる。

⑥ ④の上に⑤を平らに広げてのせ、
170℃のオーブンで15分ほど焼く。
こげないように注意し、こんがりと
焼き色がついたら完成。

つくりかた

材料／４個分、調理時間60分
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※底堅い値動きで、雌・去勢ともに平均価格が60万円を超えました。

3月14日 和牛子牛セリ市況
（JA全農おかやま総合家畜市場）

性　別 頭数 平均体重

全体

全体

全体

1,729,200円

894,300円

1,729,200円

602,233円

656,842円

633,793円

297㎏

319㎏

309㎏

最高価格（税込）平均価格（税込）

130

176

306

成 績

雌

去勢

総合

　
３
月
上
旬
に
な
ん
ば
広
場（
大
阪

府
）で
、「
第
２
回
ご
当
地
お
む
す
美

大
賞
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
む

す
び
を
通
じ
て
日
本
の
自
然
や
文
化

を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
の
魅
力
を

発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
全
国
か

ら
８
４
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
当
日

は
10
種
類
の
お
む
す
び
が
並
び
ま
し

た
。
岡
山
県
の
方
が
応
募
し
た
県
産

き
ぬ
む
す
め
・
サ
ワ
ラ
・
お
ぼ
ろ
昆

布
を
使
用
し
た「
瀬
戸
内
海
香
る 

鰆
の
昆
布
巻
き
お
む
す
美
」の
販
売

も
あ
り
、
会
場
は
多
く
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
は
、「
桜
島
小
み
か
ん

の
元
気
む
す
美
」が
大
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

「
第
２
回
ご
当
地
お
む
す
美
大
賞
」

ご
当
地
の
魅
力
を
伝
え
る

岡
山
県 

大
阪
事
務
所 

主
幹

北
川 

正
史

　
雑
草
対
策
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
雑

草
を
発
生
さ
せ
な
い
か
、
発
生
し
た
と

き
に
い
か
に
効
率
よ
く
除
草
す
る
か
が
重

要
で
す
。
除
草
剤
は
適
切
に
使
用
す
れ

ば
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
散
布
方
法
や
条
件
な
ど
が
不
十

分
だ
と
効
果
不
足
や
薬
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
除
草
剤
に
は
、
水
に
溶
け
た
薬
剤
成

分
が
生
え
て
い
る
雑
草
に
作
用
す
る
も

の
と
、
土
壌
の
表
面
に
薬
剤
処
理
層
を

形
成
し
、
こ
れ
か
ら
生
え
て
く
る
雑
草

の
芽
に
作
用
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
除
草
剤
は
ヒ
エ
と
い
う
雑
草
に

効
く
成
分
と
広
葉
雑
草
に
効
く
成
分
が

混
合
さ
れ
て
い
ま
す
。
繁
殖
す
る
雑
草

に
効
果
の
あ
る
成
分
を
含
ん
だ
除
草
剤

を
優
先
し
て
使
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

①
雑
草
の
種
類
に
合
わ
せ
て
除
草
剤
を

選
ぶ

②
薬
剤
ご
と
の
散
布
時
期
と
量
を
確
認

す
る

③
地
面
を
平
ら
に
し
、
水
を
溜
め
て
か

ら
散
布
す
る

④
重
な
ら
な
い
よ
う
均
一に
散
布
す
る

⑤
か
け
流
し
か
ん
水
は
し
な
い

⑥
除
草
剤
を
散
布
し
た
後
、
７
日
間
は

落
水
・
か
け
流
し
は
し
な
い

⑦
除
草
剤
を
散
布
す
る
の
に
適
切
な
時

期
は
雑
草
ご
と
の
薬
期
を
参
考
に
判

断
す
る

⑧
薬
害
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
17
℃
以

下
の
低
温
時
や
30
℃
以
上
の
高
温
時

は
使
用
を
中
止
す
る
。
散
布
時
の
天

候
が
強
風
な
ど
の
場
合
も
延
期
す
る

除
草
剤
を
上
手
に
使
う

効
果
の
仕
組
み

散
布
す
る
と
き
の
注
意

身体がまだ暑さに慣れていないゴールデンウィーク前後や
梅雨明けに急増する傾向があります。農作業死亡事故に
占める割合も増加傾向です。下記の点をもう一度見直し、
作業しましょう。

ファン付きウェア・ネッククーラーなどを身に
着けることで身体を冷やすことができます。

熱中症に注意！STOP
農作業事故

効果発現のイメージ

枯死 発芽・出芽の抑制

除草剤は、効果的に使うことが大切です

いちばなし

水 

稲

□ 高温時の作業を避ける
□ こまめに休憩＆水分・塩分補給をする
□ 単独作業は避ける
□ 熱中症対策アイテムを活用する
□ 熱中症情報を確認する

発芽後、1回目の間引きは本葉が開く頃に成長の遅れ
た株や密になっている所の株を抜き取ります。2回目の
間引きは本葉が3枚の頃に1本にします。

本葉が5、6枚になったら図のように植え付けます。

2週間おきに追肥し根元に軽く
土寄せします。

葉が10枚以上になってから下の方の葉の付け根からも
ぎ取るように摘み取ります。収穫後はしおれが早いので
水に挿しておきましょう。
穂ジソの収穫期は先端の花穂が5、6輪開花している頃
に穂先から15～20㎝を切り取ります。

4.収穫

3.植え付け・追肥

2.畑の準備

1.苗づくり

倉
地 

涼
介

監修

勝
央

ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー

シソは育成に応じて収穫方法が変わり、子葉→若葉→花穂→芽ジソ→大葉→穂ジソ→実ジソと七変化します。
青ジソの葉は大葉と呼ばれ薬味やてんぷらに。赤ジソの葉は梅漬けに。

さまざまな用途を楽しむ

：4～5月

：6～10月

種まき

収 穫

  （発芽適温は20～ 25度、
　生育適温は20～ 23度と高温に強い）

シソ

直径7.5～9㎝の
小型ポットに
4、5粒

72穴の
セルトレーに
2、3粒

堆肥

野菜の肥料

70～80㎝

70～80㎝

40㎝

30㎝

1㎡あたり

❷「化成肥14-14-14」
３０g

1㎡あたり

苦土石灰 １５０ｇ

堆肥 ２ｋｇ

❶「野菜の肥料」
２００ｇ

穂ジソ

開
花
中

結
実
中

大葉

10
枚
以
上

栽培カレンダー
月 3 4 5 6 7 8 9 10 11

冷涼地

中間地

暖地

●種まき　　　苗作り　　植え付け　　　生育　　収穫

■
お
す
す
め
資
材

❶JA晴れの国岡山
　オリジナル野菜の肥料

窒素・リン酸・カリに加え、微量
要素をバランスよく配合し、野菜
の元肥・追肥に幅広く使えます。

❷化成肥料14-14-14

野菜・果樹・花など幅広く使え
ます。高成分なので少量投入
で経済的です。

水から露出すると
薬剤が分解される

茎葉処理剤

土壌処理剤

薬剤処理層

く
ら
ち
り
ょ
う
す
け

ま
さ
し

き
た
が
わ

び

直売所の出荷者も募集しています！
地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資材の
選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。

ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

家庭菜園
作って食べて農業を元気に!

Home garden

このページに関するお問い合わせは営農部（086-476-1837）まで

みどりの情報便

バックナンバーは
こちら！
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３
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２
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催
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２
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岡
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。
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窒素・リン酸・カリに加え、微量
要素をバランスよく配合し、野菜
の元肥・追肥に幅広く使えます。

❷化成肥料14-14-14

野菜・果樹・花など幅広く使え
ます。高成分なので少量投入
で経済的です。

水から露出すると
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直売所の出荷者も募集しています！
地域によって取扱商品や栽培時期などが異なる場合があります。種苗・肥料・農薬など生産資材の
選び方や使い方、栽培方法など詳しくは各店舗にお問い合わせください。

ご相談・お買い求めはお近くの生産資材店舗まで…

家庭菜園
作って食べて農業を元気に!

Home garden

このページに関するお問い合わせは営農部（086-476-1837）まで

みどりの情報便

バックナンバーは
こちら！
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直売所
で

岡山の
おいし

いを

探そう
！

晴れのごはん、
　いただきます

くらしき作陽大学　食文化学部食マネジメント学科　新田ゼミ　考案

張りがあり、みずみずしく、切り口
が変色していないものがよい。茎
が緑っぽいものは風味が強くかため。
白っぽいものは優しい味で柔らかい。

主食や主菜にプラスして、セロリの香りや食感を
楽しむレシピを紹介します。
セロリが苦手な人は、量を減らしてチーズを追加
すると味が変化します。

セロリ今月の旬

材料／３個分

セロリ…３０ｇ
大葉…１枚
鶏むねひき肉…６０ｇ
木綿豆腐…３０ｇ
昆布茶…小さじ1/３
片栗粉…大さじ1/３
サラダ油…小さじ１
ポン酢…小さじ１（食べる時お好みで）

つくりかた

① セロリと大葉をみじん切りにする。
② ボウルに①、鶏むねひき肉・木綿
豆腐・昆布茶・片栗粉を入れ混ぜる。

③ ②を食べやすい大きさに成形する。
④ フライパンにサラダ油を敷き、中火
で③の両面を焼く。

材料／１人分

フランスパン…２切れ
セロリ…２０ｇ
新タマネギ…１５ｇ
有塩バター…小さじ１
オリーブオイル…小さじ１
生ニンニク…1/４かけ
赤ピーマン…少々
スライスチーズ…1/4切れをお好みで

つくりかた

① フランスパンを約1.5㎝の厚さに切る。
② セロリと新タマネギをみじん切りにする。
③ 耐熱容器に有塩バターとオリーブオイルを
入れ、５００Ｗの電子レンジで１０秒加熱する。

④ 生ニンニクをすりおろして③と混ぜる。
⑤ ②と④を混ぜ合わせて①にのせる。その
上にお好みでスライスチーズをのせる。

⑥ ⑤を１０００Ｗのトースターで約３分、焼き
色がつくまで加熱する。

⑦ 赤ピーマンを千切りにし、⑥にのせる。

セロリのつくね

セロリと
新タマネギの
ガーリックトースト

岡山市北区駅元町1-1 さんすて岡山南館2F
☎086-206-1442 ◯10：00～22：00営

さんすて 岡山店JA全農のお店

岡山県産の黒大豆「作州黒®」を使ったきなこパフェです。

岡山県産“作州黒”の
　　　黒豆きなこパフェ

今月の
オススメ

にった
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豆腐・昆布茶・片栗粉を入れ混ぜる。

③ ②を食べやすい大きさに成形する。
④ フライパンにサラダ油を敷き、中火
で③の両面を焼く。

材料／１人分

フランスパン…２切れ
セロリ…２０ｇ
新タマネギ…１５ｇ
有塩バター…小さじ１
オリーブオイル…小さじ１
生ニンニク…1/４かけ
赤ピーマン…少々
スライスチーズ…1/4切れをお好みで
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③ 耐熱容器に有塩バターとオリーブオイルを
入れ、５００Ｗの電子レンジで１０秒加熱する。

④ 生ニンニクをすりおろして③と混ぜる。
⑤ ②と④を混ぜ合わせて①にのせる。その
上にお好みでスライスチーズをのせる。

⑥ ⑤を１０００Ｗのトースターで約３分、焼き
色がつくまで加熱する。

⑦ 赤ピーマンを千切りにし、⑥にのせる。

セロリのつくね

セロリと
新タマネギの
ガーリックトースト

岡山市北区駅元町1-1 さんすて岡山南館2F
☎086-206-1442 ◯10：00～22：00営

さんすて 岡山店JA全農のお店

岡山県産の黒大豆「作州黒®」を使ったきなこパフェです。

岡山県産“作州黒”の
　　　黒豆きなこパフェ

今月の
オススメ

にった
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#おいしい晴ればれ応援隊
「食と農」子どもの笑顔写真をInstagramで募集中！

真庭地区

農業の勉強や家の手
伝いを頑張りました

。

食べ物の大切さを学
んだよ！

真庭市立落合小学校２年 真庭市立富原小学校 真庭市立余野小学校

真庭市立河内小学校５年 真庭市立樫邑小学校 新庄村立新庄小学校

女性部さんが作った
新聞紙のエコバッグと
雑誌「ちゃぐりん」をも
らいました！

や
っ
ぱ
り
ご
は
ん
は

お
い
し
い
ね
〜

イチゴ何個入るかな？？

みんなでキ
ュウリを

ポリポリ！

「二宮金次郎賞
」

わたしたちが受賞
しました！

NEWS & TOPICS
ニュース & トピックス

応募要項はホームページをご覧ください

広報誌で紹介します！

おいしい晴ればれ応援隊

「農協精米」を代表する銘柄としてPRする「きぬむすめ」

精
米
の「
に
じ
の
き
ら
め
き
」は
旬
感
広
場「
晴
れ
の
ち
晴
れ
」

な
ど
で
販
売

24年産食味ランク「特A」
県産きぬむすめ９年連続

　２０２４年産米の「食味ランキ
ング」で、岡山県産「きぬむすめ」
が９年連続の最高ランク「特Ａ」
に輝きました。
　「きぬむすめ」は、食味がよく
ツヤがあり冷めてもおいしいの
が特長。高温耐性品種として奨
励し、ＪＡは重点振興品種に設
定しています。
　猛暑による生産量の減少を
緩和するため作付推進・栽培

指導に取り組んでいます。販売
面でも独自ブランド「農協精米」
を代表する銘柄として認知拡大
に取り組んでいます。
　ＪＡの内藤敏男組合長は「猛
暑の影響で栽培に厳しい年だっ
たが、生産者・関係機関と一
体となり、生産努力が実を結ん
だ。県産米のおいしさをＰＲし、
販売に力を入れていきたい」と
話しました。

　
県
北
で「
に
じ
の
き
ら
め
き
」の
栽
培

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
高
温
耐
性
で
多
収
、

倒
伏
し
に
く
く
栽
培
し
や
す
い
有
望
品

種
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
消
費
動
向
を
探
り
、
認
知
度
向
上
に

つ
な
げ
よ
う
と
旬
感
広
場「
晴
れ
の
ち
晴

れ
」な
ど
の
直
売
所
で
、
精
米
の
販
売
を

始
め
、
反
応
は
上
々
で
す
。
粒
が
大
き

く
食
感
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
あ
っ
さ

り
と
し
た
味
で
若
い
世
代
や
ア
ジ
ア
系
の

外
国
人
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

　
勝
英
地
区
は
昨
年
度
、
１
０
０
㌶
超

を
作
付
け
ま
し
た
。
全
国
的
に
高
温
障

害
に
よ
る
品
質
低
下
や
収
量
減
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
同
地
区
で
は
約

４
０
０
㌧
の
出
荷
の
う
ち
、
一
等
米
の
比

率
が
92
％
を
占
め
ま
し
た
。

　
３
月
に
は
、
有
利
販
売
や
集
荷
拡
大
、

品
質
安
定
な
ど
に
つ
な
げ
る
た
め「
勝
英

に
じ
の
き
ら
め
き
部
会
」を
設
立
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
３
５
０
人
が
昨
年
度
の

約
３
倍
と
な
る
約
３
０
０
㌶
で
栽
培
。
３

月
に
総
会
を
開
き
、
出
荷
量
１
２
０
０

㌧
・
販
売
額
４
億
円
の
目
標
を
決
め
ま

し
た
。
種
も
み
の
確
保
や
栽
培
講
習
会

な
ど
で
、
所
得
向
上
や
経
営
安
定
に
つ

な
げ
ま
す
。

　
部
会
長
を
務
め
る
奈
義
町
の
芦
田
元

さ
ん
は「
出
荷
量
を
増
や
し
て
販
売
で
き

る
よ
う
、
生
産
者
が
一
体
と
な
っ
て
栽
培

に
取
り
組
み
、
所
得
の
安
定
化
を
目
指

し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
の
内
藤

敏
男
組
合
長
は
、「
育
苗
や
乾
燥
施
設
な

ど
栽
培
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
全
国

有
数
の
産
地
と
な
る
よ
う
、
生
産
者
と

と
も
に
産
地
づ
く
り
に
努
め
る
」と
展
望

を
述
べ
ま
し
た
。

にじのきらめき拡大へ
部会設立や精米販売

野菜づくりを頑張りました 地域の農産物について学びました 神社の霜月祭に使うお米を栽培しました

里海米栽培を頑張りました 女性部員さんとサツマイモなどを栽培しました 特産ヒメノモチの栽培を学びました新
品
種
の
展
望
を
語
り
合
う
部
会
役
員
ら

※学年・在学は、2025年3月時点

え

ち いき
げん

き

がお

しょくみ

ま

や さい がん ば

にわし りつおちあい がっこう ねんしょう ま

ち いき のうさんぶつ まな

にわし りつとみはら がっこうしょう ま

じん じゃ しも つきさい つか こめ さいばい

にわし りつ よ の がっこうしょう

ま

さとうみ まいさいばい がん ば

にわし りつ こうち がっこう ねんしょう ま

じょせい さいばいぶ いん

にわし りつかしむら がっこうしょう しん

とく さん さいばい まな

じょうそんりつしんじょう がっこうしょう

ま にわ ち く

ないとう

あ
し
だ
は
じ
め

としお

のう

がん

た もの たいせつ まな

ば

ぎょう べんきょう いえ て つだざっ し

じょ せい ぶ つく

しん ぶん し

にの

じゅしょう

みや きん じ ろうしょう
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　新見地区で３月上旬、農業で不要になったプラスチック
類や農薬などを農家が一斉に持ち込み、適正な処分を
ＪＡに委託しました。春の農繁期を前に整理整頓する農家
も多く、回収量は、施設園芸用ビニール・ポリフィルムマ
ルチ・育苗箱・肥料のポリ袋・農薬の空容器や残農薬
など合わせて３３ｔにのぼりました。農家は「個人では手続

きや費用面で負担
が大きいので、こう
いう機会があれば
助かる。今年も気持
ちよく農業を始めた
い」と話しました。

　総社市の大型複合施設「旬感広場」が昨年１２月のグラ
ンドオープン以降、県内外の来店者で盛況です。２階の
cafeレストラン“SORA&ＳUN”からは国指定重要文化財
「備中国分寺五重塔」が眺望できます。桃の花・レンゲ・
菜の花なども楽しめ、景観を通じて「農業の今」を伝える場

となっています。同寺
の飯間妙恵住職は「観
光客が足を運ぶきっか
けとなる。異業種交流
も図りながら地域活性
化に寄与していきたい」
と期待を込めました。

　岡山東女性部山陽支部は３月中旬、スマー
トフォンの使い方講座を開きました。部員３０人が参加。
携帯ショップのスタッフを講師に「アプリとは何か」から始
まり、アプリの入手・削除方法などを学びました。実際
に「ＪＡバンクアプリ」や当ＪＡ公式ＬＩＮＥの登録にも挑戦。
部員は「何から始めればいいのかわからない、私にはでき
ない、という状態から一歩進むことができた」と話しました。

　倉敷アグリセンターは、地域の方を対象に
柑橘や水稲の栽培を学ぶ講習会を開いていま
す。２月下旬の柑橘栽培講習会には約５０人が参加し、
枝のせん定方法や、樹の管理を詳しく学びました。ＪＡ店舗
に掲示されていた講習会案内を見て参加した女性は、「自
分の都合にあった会場へ参加できた」と笑顔をみせました。
出荷をする生産者だけではなく、親から受け継いだ田ん
ぼや畑で作物を作りたい人も参加しています。

　びほく桃部会は２
月下旬、高梁市内
の幼稚園や保育園
などに桃の花と白桃
のキャラクターを添
えたシールを配りま
した。
　せん定した枝を部
会員が集め、開花
を調整。ひとつずつ
花束にしました。
　部会員は「子ども
たちに白桃の魅力
を伝え、生産の発
展につなげていきた
い」と話します。

　久米南ぶどう部会は３月上旬、労働安全に努め農作業
事故の根絶につなげようと、小型車両系建設機械の資格
取得に向けた技能講習会を初めて開きました。
　新植やほ場の整備などで、利用が増えるこの時期に、
安全な操作方法を学ぼうと企画。ＪＡ担当職員は、「部会
で取り組むことで、安全に対する意識付けができた。今
後も継続的に取り組みを計画したい」と話しています。

　真備筍生産組合は３月上旬から、春の特産品タケノコ
の出荷を始めました。県内の市場を中心に５月上旬まで、
約５０ｔの出荷を見込みます。昨年の猛暑とその後の少雨、
さらに寒波の影響で生育が遅れ、不作が予想されるものの、
農家１２０人が情報を共有し、適期収穫に努めています。
品質は、例年並みで白く柔らかでえぐみが少ないものが
できています。
　同生産組合の蛭田
純司組合長は「天候の
影響が大きい。収量
が少なくやや小ぶりだ
が、よいタケノコが生
えるよう竹林の管理を
続ける。多くの人に味
わってもらいたい」と
話しました。

NEWS & TOPICS ニュース & トピックス

青壮年部が意見交換
互いに交流を

「旬感広場」が盛況
国分寺と農の景観を伝える

真備のタケノコ
５月上旬まで出荷

春を告げる桃の花
園児に配る

農
作
物
を
作
り
た
い
方
へ

柑
橘
・
水
稲
の
講
習
会

作
業
安
全
を
意
識
付
け

法
令
や
操
作
学
ぶ

廃プラ・ビニールなど３３t
農繁期を前に適正処分

ス
マ
ホ
の
悩
み
解
決

女
性
部
が
使
い
方
を
学
ぶ

来店者に次回の講習会のお知らせをする職員（右）

活発に行われた意見交換会

わ
が
家
の
料
理
を
披
露

家庭の味を持ち寄り、作り方や味付けのコツを語り合いながらみんなで楽しく味わいました

家庭の味を持ち寄り、作り方や味付けのコツを語り合いながらみんなで楽しく味わいました
真 庭

主
食
か
ら
お
か
ず
、デ
ザ
ー
ト
ま
で
自
慢
の

一
品
を
持
ち
寄
る
恒
例
の
食
事
会
で
す
！

主
食
か
ら
お
か
ず
、デ
ザ
ー
ト
ま
で
自
慢
の

一
品
を
持
ち
寄
る
恒
例
の
食
事
会
で
す
！

北部広域生活文化発表会で
大正琴の成果を披露

会場全体が優雅な調べを楽しみました
！

会場全体が優雅な調べを楽しみました
！

津山・勝英

岡山東農
業
技
術
研
修
会

栽培で重要な土づくりなどについて学びました
栽培で重要な土づくりなどについて学びました

まにわ
青壮年部

一
品
持
ち
寄
り
会

新 見自分だけのかわいいスープカップができました
自分だけのかわいいスープカップができました

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
を

楽
し
む倉敷かさや

地元のイベントや施設で練習の成果を披露。
地域を笑顔にしています
地元のイベントや施設で練習の成果を披露。
地域を笑顔にしています

フラで地域を笑顔に

「備中国分寺」を背景に食事を
楽しむ同寺の住職

バックホーの操作を学ぶ部会員

朝掘ったタケノコの形や色、傷の有無を確認

子どもたちに白桃を親しんでもらおうと桃の
花を準備する部会員　　

施設園芸用ビニールや
ポリマルチなどが次々と
集まった

　２月と３月、各地の青壮年部が集まり、合併後初めて
ＪＡ役員との意見交換会を開きました。直売所イベントで
の出店などを通じて各青壮年部間の交流を行うことを確
認。部員からは、生産資材価格の高騰への対応や出向
く体制の強化などの要望が出ました。磯田健一常務は、
「次代の農業を担う青壮年部の負託に応えられるよう事
業運営につなげていきたい」と話しました。

スタッフ（左）に使い方を聞く部員

いそだ けんいち

しゅんかんひろば

いいま みょうえ

ソラ　アンド　サン

ひるだ

すみじ
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　新見地区で３月上旬、農業で不要になったプラスチック
類や農薬などを農家が一斉に持ち込み、適正な処分を
ＪＡに委託しました。春の農繁期を前に整理整頓する農家
も多く、回収量は、施設園芸用ビニール・ポリフィルムマ
ルチ・育苗箱・肥料のポリ袋・農薬の空容器や残農薬
など合わせて３３ｔにのぼりました。農家は「個人では手続

きや費用面で負担
が大きいので、こう
いう機会があれば
助かる。今年も気持
ちよく農業を始めた
い」と話しました。

　総社市の大型複合施設「旬感広場」が昨年１２月のグラ
ンドオープン以降、県内外の来店者で盛況です。２階の
cafeレストラン“SORA&ＳUN”からは国指定重要文化財
「備中国分寺五重塔」が眺望できます。桃の花・レンゲ・
菜の花なども楽しめ、景観を通じて「農業の今」を伝える場

となっています。同寺
の飯間妙恵住職は「観
光客が足を運ぶきっか
けとなる。異業種交流
も図りながら地域活性
化に寄与していきたい」
と期待を込めました。

　岡山東女性部山陽支部は３月中旬、スマー
トフォンの使い方講座を開きました。部員３０人が参加。
携帯ショップのスタッフを講師に「アプリとは何か」から始
まり、アプリの入手・削除方法などを学びました。実際
に「ＪＡバンクアプリ」や当ＪＡ公式ＬＩＮＥの登録にも挑戦。
部員は「何から始めればいいのかわからない、私にはでき
ない、という状態から一歩進むことができた」と話しました。

　倉敷アグリセンターは、地域の方を対象に
柑橘や水稲の栽培を学ぶ講習会を開いていま
す。２月下旬の柑橘栽培講習会には約５０人が参加し、
枝のせん定方法や、樹の管理を詳しく学びました。ＪＡ店舗
に掲示されていた講習会案内を見て参加した女性は、「自
分の都合にあった会場へ参加できた」と笑顔をみせました。
出荷をする生産者だけではなく、親から受け継いだ田ん
ぼや畑で作物を作りたい人も参加しています。

　びほく桃部会は２
月下旬、高梁市内
の幼稚園や保育園
などに桃の花と白桃
のキャラクターを添
えたシールを配りま
した。
　せん定した枝を部
会員が集め、開花
を調整。ひとつずつ
花束にしました。
　部会員は「子ども
たちに白桃の魅力
を伝え、生産の発
展につなげていきた
い」と話します。

　久米南ぶどう部会は３月上旬、労働安全に努め農作業
事故の根絶につなげようと、小型車両系建設機械の資格
取得に向けた技能講習会を初めて開きました。
　新植やほ場の整備などで、利用が増えるこの時期に、
安全な操作方法を学ぼうと企画。ＪＡ担当職員は、「部会
で取り組むことで、安全に対する意識付けができた。今
後も継続的に取り組みを計画したい」と話しています。

　真備筍生産組合は３月上旬から、春の特産品タケノコ
の出荷を始めました。県内の市場を中心に５月上旬まで、
約５０ｔの出荷を見込みます。昨年の猛暑とその後の少雨、
さらに寒波の影響で生育が遅れ、不作が予想されるものの、
農家１２０人が情報を共有し、適期収穫に努めています。
品質は、例年並みで白く柔らかでえぐみが少ないものが
できています。
　同生産組合の蛭田
純司組合長は「天候の
影響が大きい。収量
が少なくやや小ぶりだ
が、よいタケノコが生
えるよう竹林の管理を
続ける。多くの人に味
わってもらいたい」と
話しました。

NEWS & TOPICS ニュース & トピックス

青壮年部が意見交換
互いに交流を

「旬感広場」が盛況
国分寺と農の景観を伝える

真備のタケノコ
５月上旬まで出荷

春を告げる桃の花
園児に配る

農
作
物
を
作
り
た
い
方
へ

柑
橘
・
水
稲
の
講
習
会

作
業
安
全
を
意
識
付
け

法
令
や
操
作
学
ぶ

廃プラ・ビニールなど３３t
農繁期を前に適正処分

ス
マ
ホ
の
悩
み
解
決

女
性
部
が
使
い
方
を
学
ぶ

来店者に次回の講習会のお知らせをする職員（右）

活発に行われた意見交換会

わ
が
家
の
料
理
を
披
露

家庭の味を持ち寄り、作り方や味付けのコツを語り合いながらみんなで楽しく味わいました

家庭の味を持ち寄り、作り方や味付けのコツを語り合いながらみんなで楽しく味わいました
真 庭

主
食
か
ら
お
か
ず
、デ
ザ
ー
ト
ま
で
自
慢
の

一
品
を
持
ち
寄
る
恒
例
の
食
事
会
で
す
！

主
食
か
ら
お
か
ず
、デ
ザ
ー
ト
ま
で
自
慢
の

一
品
を
持
ち
寄
る
恒
例
の
食
事
会
で
す
！

北部広域生活文化発表会で
大正琴の成果を披露

会場全体が優雅な調べを楽しみました
！

会場全体が優雅な調べを楽しみました
！

津山・勝英

岡山東農
業
技
術
研
修
会

栽培で重要な土づくりなどについて学びました
栽培で重要な土づくりなどについて学びました

まにわ
青壮年部

一
品
持
ち
寄
り
会

新 見自分だけのかわいいスープカップができました
自分だけのかわいいスープカップができました

ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
を

楽
し
む倉敷かさや

地元のイベントや施設で練習の成果を披露。
地域を笑顔にしています
地元のイベントや施設で練習の成果を披露。
地域を笑顔にしています

フラで地域を笑顔に

「備中国分寺」を背景に食事を
楽しむ同寺の住職

バックホーの操作を学ぶ部会員

朝掘ったタケノコの形や色、傷の有無を確認

子どもたちに白桃を親しんでもらおうと桃の
花を準備する部会員　　

施設園芸用ビニールや
ポリマルチなどが次々と
集まった

　２月と３月、各地の青壮年部が集まり、合併後初めて
ＪＡ役員との意見交換会を開きました。直売所イベントで
の出店などを通じて各青壮年部間の交流を行うことを確
認。部員からは、生産資材価格の高騰への対応や出向
く体制の強化などの要望が出ました。磯田健一常務は、
「次代の農業を担う青壮年部の負託に応えられるよう事
業運営につなげていきたい」と話しました。

スタッフ（左）に使い方を聞く部員

いそだ けんいち

しゅんかんひろば

いいま みょうえ
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久
米
南
キ
ュ
ウ
リ
部
会
が
第
54
回
日
本
農

業
賞
集
団
組
織
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
２
０
２
４
年
度
は
過
去
最
高
の
２
億

２
千
万
円
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
農
産
資
材

店
・
農
機
セ
ン
タ
ー
・
給
油
所
・
直
売
所
な

ど
の
営
業
は
、
各
店
舗
で
異
な
り
ま
す
。Ｊ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く

の
統
括
本
部
・
店
舗
・
事
業
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
信
用
窓
口
担
当
者
で
あ
る「
ハ
ッ
ピ
ー
サ

ポ
ー
タ
ー
」の
日
々
の
業
務
を
労
い
、
年
間
実

績
の
上
位
34
人
を

表
彰
し
ま
し
た
。

組
合
員
や
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
寄
り

添
っ
た
提
案
で
満

足
度
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
組
合
員
に
対
す
る
信
用
・
共
済
事
業
の
相

談
や
提
案
活
動
に
、
前
向
き
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
渉
外
担
当

職
員
を
表
彰
し
ま
し

た
。
受
賞
者
は「
今

後
も
地
道
に
訪
問
と

声
か
け
を
行
う
」と

意
気
込
み
ま
し
た
。

　
来
署
に
よ
る
ご
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
で
事
前
に
相
談
日
時
な
ど
を
予
約
し
て

い
た
だ
い
た
上
で
、
所
轄
の
税
務
署
で
相
談

を
受
付
け
て
い
ま
す
。
予
約
の
際
は
名
前
・

住
所
・
相
談
内
容
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
税
に
関
す
る
疑
問
で
お
困

り
の
方
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
度
３
月
期
理
事
会
を
３
月
28
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
６
年
度

決
算
見
込
及
び
中
期
経
営
計
画
並
び
に
令

和
７
年
度
事
業
計
画（
素
案
）／
第
２
号
議

案
：
人
事
労
務
関
連
規
程
の
一
部
変
更
／
第

３
号
議
案
：
車
輌
使
用
管
理
規
程
の
廃
止

（
要
領
へ
の
移
行
）／
第
４
号
議
案
：
職
制
規

程
の
一
部
変
更
／
第
５
号
議
案
：
勝
英
統
括

本
部 
旧
美
作
給
油
所
の
解
体
／
第
６
号
議

案
：
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
確
認

／
第
７
号
議
案
：
令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
／
第
８
号
議
案
：

令
和
７
年
度
余
裕
金
運
用
／
第
９
号
議
案
：

旬
感
広
場 

第
２
駐
車
場
用
地
取
得
及
び
造

成
整
備
／
第
10
号
議
案
：
令
和
５
年
産
米

穀
最
終
精
算（
備
蓄
米
・
新
市
場
開
拓
用
米

の
販
売
が
終
了
し
ま
し
た
）／
第
11
号
議
案
：

第
３
期
農
業
振
興
計
画
の
策
定
／
第
12
号

議
案
：
令
和
７
年
度
営
農
事
業
に
関
す
る

手
数
料
率
・
利
用
料
／
第
13
号
議
案
：
令

和
７
年
度
経
済
事
業
に
関
す
る
手
数
料
率

／
第
14
号
議
案
：
役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の

加
入
／
第
15
号
議
案
：
令
和
７
年
度
内
部

監
査
計
画
書
／
第
16
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
６
年
度
２
月
末
事
業
実

績
／
機
構
改
革
に
伴
う
規
程
の
一
部
変
更
／

子
会
社
の
監
査
結
果
／
令
和
６
年
度
固
定

資
産
減
損
会
計
に
か
か
る
方
針
及
び
資
産
の

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
／
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
報
告

（
保
有
個
人
デ
ー
タ
等
の
開
示
等
に
関
す
る

手
続
規
程
の
一
部
変
更
／
反
社
会
的
勢
力
等

へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
の
一
部
変
更
／
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
変
更
／
不

祥
事
再
発
防
止
策
に
か
か
る
２
月
の
取
り
組

み
／
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
廃
止（
１
日
農

業
バ
イ
ト
ア
プ
リ「
ｄａｙ
ｗｏｒ
ｋ
」を
通
じ
た

労
働
力
支
援
は
、
年
々
マ
ッ
チ
ン
グ
件
数
も

向
上
し
、
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
廃
止
後
も
積
極
的
に
同
ア
プ
リ

を
広
報
し
、 

組
合
員
等
農
業
者
が
必
要
と
す

る
労
働
力
の
確
保
に
向
け
取
り
組
む
。）／
内

部
監
査
に
か
か
る
品
質
評
価（
外
部
評
価
）結

果
報
告
／
令
和
７
年
度
監
事
監
査
計
画
／

そ
の
他（
①
令
和
６
年
度 

年
度
末
手
当
の
要

求
②
貯
金
金
利
の
変
更
③
直
売
所
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
④
旧
茶
屋
町
支
店
米

検
査
場
増
設
工
事
）

JAからのお知らせ

INFORMATION

久
米
南
キ
ュ
ウ
リ
部
会
が
優
秀
賞

第
54
回
日
本
農
業
賞

JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ（6月）JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ（6月）
地域の方を対象にした健康診断を実施します。ご希望の方は3週間前までに各お問い合わせ先にお申し込みください。

2025年度

実施月日 場　　所 開始時間 問い合わせ先

６
月

２０日（金）
２３日（月）
２４日（火）
２５日（水）
２６日（木）
２７日（金）
３０日（月）

9：00
8：30
8：30

9：00

9：00
8：30

蒜山アグリセンター
備前支店 経済係
勝央アグリセンター

津山東支店

蒜山アグリセンター
吉備路支店

0867-66-2520
0869-64-3382
0868-38-3134

0868-26-1519

0867-66-2520
0866-93-7841

美甘健康増進施設
備前支店 里香園
勝央支店

津山東支店

本庄事業所
吉備路支店

表彰を受けるハッピーサポーター（右）

渉
外
担
当
47
人
を
表
彰

細
や
か
な
相
談
・
提
案
を

国
税
の
ご
相
談
は
事
前
予
約
を

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

合
併
５
周
年
を
記
念

定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

理
事
会
だ
よ
り

令
和
６
年
度
決
算
見
込
ほ
か

G
W
の
資
材
店
・
直
売
所

営
業
時
間
の
ご
確
認
を

信
用
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

日
々
の
業
務
労
い
表
彰

表彰を受ける渉外担当職員（左）

受賞をよろこぶ部会員ら

vol.
11 くらしのマネー情報おトクに
　　ガッチリ！

JAのがん共済が新しくなりました

【25331000081】この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・
約款」により必ずご確認ください。

詳しくはお近くの支店にお問い合わせ
いただくか、左記コードをご覧ください。

©ソラとサン

合併5周年！合併5周年！

キャンペーン！
ありがとう

定期
貯金

JA晴れの国岡山

対象
条件

・店頭でスーパー定期貯金10万円以上新規（ニューマネー）お預入れの方
・個人の組合員（正組合員・准組合員）及びそのご家族の方（上限無し）
・個人で組合員ではない方（上限200万円）

2025年4月1日（火）▲ 2025年8月29日（金）期間

採用情報や説明会の予約は
「マイナビ」でご案内しています2026年度職員を募集中

デ
イ
ワ
ー
ク

あられ
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久
米
南
キ
ュ
ウ
リ
部
会
が
第
54
回
日
本
農

業
賞
集
団
組
織
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
２
０
２
４
年
度
は
過
去
最
高
の
２
億

２
千
万
円
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
農
産
資
材

店
・
農
機
セ
ン
タ
ー
・
給
油
所
・
直
売
所
な

ど
の
営
業
は
、
各
店
舗
で
異
な
り
ま
す
。Ｊ
Ａ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く

の
統
括
本
部
・
店
舗
・
事
業
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
信
用
窓
口
担
当
者
で
あ
る「
ハ
ッ
ピ
ー
サ

ポ
ー
タ
ー
」の
日
々
の
業
務
を
労
い
、
年
間
実

績
の
上
位
34
人
を

表
彰
し
ま
し
た
。

組
合
員
や
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
寄
り

添
っ
た
提
案
で
満

足
度
の
向
上
に
努

め
ま
す
。

　
組
合
員
に
対
す
る
信
用
・
共
済
事
業
の
相

談
や
提
案
活
動
に
、
前
向
き
に
意
欲
的
に
取

り
組
む
渉
外
担
当

職
員
を
表
彰
し
ま
し

た
。
受
賞
者
は「
今

後
も
地
道
に
訪
問
と

声
か
け
を
行
う
」と

意
気
込
み
ま
し
た
。

　
来
署
に
よ
る
ご
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

電
話
で
事
前
に
相
談
日
時
な
ど
を
予
約
し
て

い
た
だ
い
た
上
で
、
所
轄
の
税
務
署
で
相
談

を
受
付
け
て
い
ま
す
。
予
約
の
際
は
名
前
・

住
所
・
相
談
内
容
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
税
に
関
す
る
疑
問
で
お
困

り
の
方
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
度
３
月
期
理
事
会
を
３
月
28
日

に
開
き
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

【
附
議
事
項
】第
１
号
議
案
：
令
和
６
年
度

決
算
見
込
及
び
中
期
経
営
計
画
並
び
に
令

和
７
年
度
事
業
計
画（
素
案
）／
第
２
号
議

案
：
人
事
労
務
関
連
規
程
の
一
部
変
更
／
第

３
号
議
案
：
車
輌
使
用
管
理
規
程
の
廃
止

（
要
領
へ
の
移
行
）／
第
４
号
議
案
：
職
制
規

程
の
一
部
変
更
／
第
５
号
議
案
：
勝
英
統
括

本
部 

旧
美
作
給
油
所
の
解
体
／
第
６
号
議

案
：
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
基
本
方
針
の
確
認

／
第
７
号
議
案
：
令
和
７
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
／
第
８
号
議
案
：

令
和
７
年
度
余
裕
金
運
用
／
第
９
号
議
案
：

旬
感
広
場 

第
２
駐
車
場
用
地
取
得
及
び
造

成
整
備
／
第
10
号
議
案
：
令
和
５
年
産
米

穀
最
終
精
算（
備
蓄
米
・
新
市
場
開
拓
用
米

の
販
売
が
終
了
し
ま
し
た
）／
第
11
号
議
案
：

第
３
期
農
業
振
興
計
画
の
策
定
／
第
12
号

議
案
：
令
和
７
年
度
営
農
事
業
に
関
す
る

手
数
料
率
・
利
用
料
／
第
13
号
議
案
：
令

和
７
年
度
経
済
事
業
に
関
す
る
手
数
料
率

／
第
14
号
議
案
：
役
員
賠
償
責
任
保
険
へ
の

加
入
／
第
15
号
議
案
：
令
和
７
年
度
内
部

監
査
計
画
書
／
第
16
号
議
案
：
出
資
口
数

の
減
口（
組
合
員
の
申
し
出
に
よ
る
）

【
報
告
事
項
】令
和
６
年
度
２
月
末
事
業
実

績
／
機
構
改
革
に
伴
う
規
程
の
一
部
変
更
／

子
会
社
の
監
査
結
果
／
令
和
６
年
度
固
定

資
産
減
損
会
計
に
か
か
る
方
針
及
び
資
産
の

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
／
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
報
告

（
保
有
個
人
デ
ー
タ
等
の
開
示
等
に
関
す
る

手
続
規
程
の
一
部
変
更
／
反
社
会
的
勢
力
等

へ
の
対
応
に
関
す
る
規
程
の
一
部
変
更
／
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
変
更
／
不

祥
事
再
発
防
止
策
に
か
か
る
２
月
の
取
り
組

み
／
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
廃
止（
１
日
農

業
バ
イ
ト
ア
プ
リ「
ｄａｙ
ｗｏｒ
ｋ
」を
通
じ
た

労
働
力
支
援
は
、
年
々
マ
ッ
チ
ン
グ
件
数
も

向
上
し
、
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
、
廃
止
後
も
積
極
的
に
同
ア
プ
リ

を
広
報
し
、 

組
合
員
等
農
業
者
が
必
要
と
す

る
労
働
力
の
確
保
に
向
け
取
り
組
む
。）／
内

部
監
査
に
か
か
る
品
質
評
価（
外
部
評
価
）結

果
報
告
／
令
和
７
年
度
監
事
監
査
計
画
／

そ
の
他（
①
令
和
６
年
度 

年
度
末
手
当
の
要

求
②
貯
金
金
利
の
変
更
③
直
売
所
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
報
告
④
旧
茶
屋
町
支
店
米

検
査
場
増
設
工
事
）

JAからのお知らせ

INFORMATION

久
米
南
キ
ュ
ウ
リ
部
会
が
優
秀
賞

第
54
回
日
本
農
業
賞

JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ（6月）JAの巡回人間ドック（健診）のお知らせ（6月）
地域の方を対象にした健康診断を実施します。ご希望の方は3週間前までに各お問い合わせ先にお申し込みください。

2025年度

実施月日 場　　所 開始時間 問い合わせ先

６
月

２０日（金）
２３日（月）
２４日（火）
２５日（水）
２６日（木）
２７日（金）
３０日（月）

9：00
8：30
8：30

9：00

9：00
8：30

蒜山アグリセンター
備前支店 経済係
勝央アグリセンター

津山東支店

蒜山アグリセンター
吉備路支店

0867-66-2520
0869-64-3382
0868-38-3134

0868-26-1519

0867-66-2520
0866-93-7841

美甘健康増進施設
備前支店 里香園
勝央支店

津山東支店

本庄事業所
吉備路支店

表彰を受けるハッピーサポーター（右）

渉
外
担
当
47
人
を
表
彰

細
や
か
な
相
談
・
提
案
を

国
税
の
ご
相
談
は
事
前
予
約
を

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

合
併
５
周
年
を
記
念

定
期
貯
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

理
事
会
だ
よ
り

令
和
６
年
度
決
算
見
込
ほ
か

G
W
の
資
材
店
・
直
売
所

営
業
時
間
の
ご
確
認
を

信
用
窓
口
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

日
々
の
業
務
労
い
表
彰

表彰を受ける渉外担当職員（左）

受賞をよろこぶ部会員ら

vol.
11 くらしのマネー情報おトクに
　　ガッチリ！

JAのがん共済が新しくなりました

【25331000081】この資料は概要を説明したものです。詳細につきましては「重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・
約款」により必ずご確認ください。

詳しくはお近くの支店にお問い合わせ
いただくか、左記コードをご覧ください。

©ソラとサン

合併5周年！合併5周年！

キャンペーン！
ありがとう

定期
貯金

JA晴れの国岡山

対象
条件

・店頭でスーパー定期貯金10万円以上新規（ニューマネー）お預入れの方
・個人の組合員（正組合員・准組合員）及びそのご家族の方（上限無し）
・個人で組合員ではない方（上限200万円）

2025年4月1日（火）▲ 2025年8月29日（金）期間

採用情報や説明会の予約は
「マイナビ」でご案内しています2026年度職員を募集中

デ
イ
ワ
ー
ク

あられ
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端午の節句に―人形を飾った
鉛筆にもリンゴにもあるもの
2018年ごろに大流行した―ミルク
ティー
漢字などの読み方を示す小さな文字
小学校で一番授業が多い科目
福島県の―は浜通りと呼ばれます
カァカァと鳴きます
スロバキアと分離してできた国。首都はプラハ
フラダンサーの腰で揺れるもの
初夏でも強く照りつけることがあります
漢字では雲雀、日晴鳥などと書く鳥
三毛、トラ、サバといえば
ギュッと押すと気持ちいい

1
2
3

4
5
8
10
12
13
14
16
18
20

ヨコのカギ

ひげそり前に顔に押し当てる人もいます
その泉は―的な空気に包まれていた
日本には謙譲の―の精神があります
周囲より小高くなっている土地のこと
大きなビルが―のタケノコのごとく増
えてきた
ひじをグッと曲げて出します
雑穀の一つ。アワやキビと並んで知られています
ちらしやにぎりがあります
大勢の人が床のあちこちで眠ること
結んでお吸い物に入れることもある葉野菜
5月の空を泳ぎます

1
6
7
9
11

12
14
15
17
19
21

タテのカギ

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がございますがご了承ください。
※個人情報は、投稿コーナーへの掲載や賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可能性のないものに限ります。
※ペンネームをご希望の方は、ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※掲載を希望されない場合はその旨を明記してください。

LINE･ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸ
のいずれかに、必要事項をご記入い
ただき、ご応募ください。

応　募　方　法

クロスワードパズル
先月号の答え

「イースター」
応募総数
934件

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●ご意見・ご感想

85円
切手

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

〒713-8113

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる言葉は
何でしょうか？ （出題／ニコリ）

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
）・ペ
ン
ネ
ー
ム・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。ペ
ン
ネ
ー
ム・
匿
名
希
望
の
な
い

場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。下
記
の
応
募
方
法

を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
企
画
課「
晴

れ
ば
れ
」係
宛
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。誌
面
の
都

合
上
、す
べ
て
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

こ
と
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法 みんなの

ひろば
MINNANO
HIROBA

読者のみなさまから
お寄せいただいた

イラストやお便りをご紹介!!

パズルに答えて、
特産品をGetしよう！

応募フォーム
FAXでの
応募もOK!!

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」

「
お
便
り
」「
川
柳
」の
ご
応
募
を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

▼
２
月
号
の
パ
ズ
ル
に
答
え
て
応
募
し

た
ら「
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
」が
届
き
ま
し
た
。

病
気
を
し
て
気
持
ち
が
暗
く
な
っ
て
い

た
私
に
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
よ

う
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

赤
磐
市
・
は
る
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
広
報
誌
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
先
月
号
の「
晴
れ
の
ご
は
ん
、

い
た
だ
き
ま
す
」の
キ
ャ
ベ
ツ
し
ゅ
う
ま

い
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
く

て
家
族
に
も
大
人
気
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
シ
ピ
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

笠
岡
市
・
あ
や
や
さ
ん（
50
代
）

▼
家
庭
菜
園
を
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、

広
報
誌
を
み
て
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

吉
備
中
央
町
・
荒
木 

敦
子
さ
ん（
60
代
）

▼
農
家
さ
ん
の
苦
労
と
努
力
、
そ
し
て

野
菜
に
対
す
る
愛
を
感
じ
ま
し
た
。
毎

日
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
農
家
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

お
い
し
い
野
菜
を
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

新
見
市
・
ぐ
っ
ち
さ
ん（
40
代
）

▼
営
農
指
導
員
の
推
し
野
菜
を
読
ん
で

い
て
、
と
て
も
楽
し
み
な
野
菜
が
多
い

と
思
い
ま
し
た
。ト
レ
ビ
ス
・
ア
ス
パ
ラ
・

白
ネ
ギ
な
ど
、
買
っ
て
応
援
し
ま
す
。

新
見
市
・
も
も
い
ろ
ぱ
ん
だ
さ
ん（
60
代
）

▼
や
っ
と
暖
か
く
な
っ
た
と
思
え
ば「
家

庭
菜
園
」ペ
ー
ジ
に
夏
秋
ナ
ス
。
頑
張
っ

て
野
菜
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

真
庭
市
・
ｋ
ａ
ｏ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
さ
ん（
60
代
）

▼「
家
庭
菜
園
」を
し
っ
か
り
読
み
ま
し

た
。
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
安
全
な
野
菜

を
食
べ
さ
せ
た
い
と
思
い
、
自
分
で
も

野
菜
を
育
て
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

津
山
市
・
寺
阪 

舞
子
さ
ん（
30
代
）

▼
広
報
誌
は
我
が
家
の
野
菜
づ
く
り
の

教
科
書
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

美
咲
町
・
ク
ロ
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
い
つ
も
広
報
誌
を
読
ん
で
い
ま
す
。
新

鮮
な
野
菜
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
農
家
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

奈
義
町
・
み
さ
さ
ん（
50
代
）

▼
身
近
な
人
が
広
報
誌
に
載
っ
て
い
る

の
で
親
近
感
が
わ
き
ま
す
。知
ら
な
か
っ

た
情
報
も
あ
り
、楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

勝
央
町
・
き
ょ
う
り
ゅ
う
さ
ん（
30
代
）

２０２5年5月15日（木）必着応 募 締 切

スマートフォン
から簡単応募▶▶▶

F A X

086-476-1840

応 募フォー ムハ ガ キ

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています

JA晴れの国岡山 晴ればれ応募

URL：https://www.ja-hareoka.or.jp/
　　 form/harebare_present/ 

LINEで応募が
できるようになりました。

詳しくは
こちら! 正解者の中から抽選で

15人の方に

｢豚ロース（トンテキ用）｣
 プレゼント！！※写真はイメージです

春
が
来
た

　心
も
身
体
も

　ポ
ッ
カ
ポ
カ

ケ
ン
ち
ゃ
ん

寒
い
か
ら

　暑
い
に
変
わ
り

　春
は
ど
こ

は
ゆ
あ 

さ
ん

忙
し
や

　短
い
春
に

　背
を
押
さ
れ

宇
野

　誠 

さ
ん

桜
咲
き

　人
が
つ
ど
い
て

　晴
れ
や
か
に

み
っ
ち
ゃ
ん
ず 

さ
ん

ア
フ
ロ
ヘ
ア
ー 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
食
べ
た
く
な
っ
た 

い
ん
こ
ち
ゃ
ん

桃
が
咲
き

　祖
父
母
の
畑

　春
匂
うあや

き 

さ
ん

あ
ぜ
み
ち
川
柳

あ
ぜ
み
ち
川
柳

井
原
市
・
橋
本 

厚
美
さ
ん

津
山
市
・
山
県 
冨
美
子
さ
ん

アロエが４０年ぶりに開花しました
倉敷市・木こりさん

庭
に
咲
い
た
花
で
す

奈
義
町
・
浅
野 

久
仁
子
さ
ん

22HAREBARE　2025.5



端午の節句に―人形を飾った
鉛筆にもリンゴにもあるもの
2018年ごろに大流行した―ミルク
ティー
漢字などの読み方を示す小さな文字
小学校で一番授業が多い科目
福島県の―は浜通りと呼ばれます
カァカァと鳴きます
スロバキアと分離してできた国。首都はプラハ
フラダンサーの腰で揺れるもの
初夏でも強く照りつけることがあります
漢字では雲雀、日晴鳥などと書く鳥
三毛、トラ、サバといえば
ギュッと押すと気持ちいい

1
2
3

4
5
8
10
12
13
14
16
18
20

ヨコのカギ

ひげそり前に顔に押し当てる人もいます
その泉は―的な空気に包まれていた
日本には謙譲の―の精神があります
周囲より小高くなっている土地のこと
大きなビルが―のタケノコのごとく増
えてきた
ひじをグッと曲げて出します
雑穀の一つ。アワやキビと並んで知られています
ちらしやにぎりがあります
大勢の人が床のあちこちで眠ること
結んでお吸い物に入れることもある葉野菜
5月の空を泳ぎます

1
6
7
9
11

12
14
15
17
19
21

タテのカギ

※誌面の都合上、お便りのすべてを掲載できない場合がございますがご了承ください。
※個人情報は、投稿コーナーへの掲載や賞品発送、JA事業運営以外では使用いたしません。
※投稿写真は、人物など被写体に関する肖像権などに触れる可能性のないものに限ります。
※ペンネームをご希望の方は、ご自身のペンネームを必ず明記してください。
※投稿いただいた作品は返却いたしません。
※当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※掲載を希望されない場合はその旨を明記してください。

LINE･ハガキ･応募フォーム･ＦＡＸ
のいずれかに、必要事項をご記入い
ただき、ご応募ください。

応　募　方　法

クロスワードパズル
先月号の答え

「イースター」
応募総数
934件

●郵便番号・住所
●氏名
●電話番号
●年齢
●パズルの答え
●よかったコーナー
 　　（複数回答可）

●ご意見・ご感想

85円
切手

JA晴れの国岡山
　　　　企画課
　「晴ればれ」係

倉敷市玉島八島
　　　1510-1

〒713-8113

二重マスの文字をＡ～Eの順に並べてできる言葉は
何でしょうか？ （出題／ニコリ）

日
頃
の
農
作
業
で
感
じ
る
想
い
、家
庭
菜
園
や
直
売

所
の
楽
し
み
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、農
の
風
景
な
ど
。

テ
ー
マ

作
品（
楷
書
で
漢
字
に
ふ
り
が
な
を
）・ペ
ン
ネ
ー
ム・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
記
載
の
上
、投

稿
し
て
く
だ
さ
い
。ペ
ン
ネ
ー
ム・
匿
名
希
望
の
な
い

場
合
は
本
名
を
掲
載
し
ま
す
。下
記
の
応
募
方
法

を
ご
確
認
の
上
、Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
岡
山
企
画
課「
晴

れ
ば
れ
」係
宛
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。誌
面
の
都

合
上
、す
べ
て
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

こ
と
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

投
稿
方
法 みんなの

ひろば
MINNANO
HIROBA

読者のみなさまから
お寄せいただいた

イラストやお便りをご紹介!!

パズルに答えて、
特産品をGetしよう！

応募フォーム
FAXでの
応募もOK!!

み
な
さ
ま
か
ら
の「
写
真
」「
イ
ラ
ス
ト
」

「
お
便
り
」「
川
柳
」の
ご
応
募
を

大
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
感
想
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

▼
２
月
号
の
パ
ズ
ル
に
答
え
て
応
募
し

た
ら「
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
」が
届
き
ま
し
た
。

病
気
を
し
て
気
持
ち
が
暗
く
な
っ
て
い

た
私
に
、
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
れ
た
よ

う
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

赤
磐
市
・
は
る
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
広
報
誌
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
先
月
号
の「
晴
れ
の
ご
は
ん
、

い
た
だ
き
ま
す
」の
キ
ャ
ベ
ツ
し
ゅ
う
ま

い
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
く

て
家
族
に
も
大
人
気
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
レ
シ
ピ
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

笠
岡
市
・
あ
や
や
さ
ん（
50
代
）

▼
家
庭
菜
園
を
頑
張
っ
て
い
る
の
で
、

広
報
誌
を
み
て
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

吉
備
中
央
町
・
荒
木 

敦
子
さ
ん（
60
代
）

▼
農
家
さ
ん
の
苦
労
と
努
力
、
そ
し
て

野
菜
に
対
す
る
愛
を
感
じ
ま
し
た
。
毎

日
お
い
し
い
野
菜
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
農
家
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

お
い
し
い
野
菜
を
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

新
見
市
・
ぐ
っ
ち
さ
ん（
40
代
）

▼
営
農
指
導
員
の
推
し
野
菜
を
読
ん
で

い
て
、
と
て
も
楽
し
み
な
野
菜
が
多
い

と
思
い
ま
し
た
。ト
レ
ビ
ス
・
ア
ス
パ
ラ
・

白
ネ
ギ
な
ど
、
買
っ
て
応
援
し
ま
す
。

新
見
市
・
も
も
い
ろ
ぱ
ん
だ
さ
ん（
60
代
）

▼
や
っ
と
暖
か
く
な
っ
た
と
思
え
ば「
家

庭
菜
園
」ペ
ー
ジ
に
夏
秋
ナ
ス
。
頑
張
っ

て
野
菜
を
作
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

真
庭
市
・
ｋ
ａ
ｏ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
さ
ん（
60
代
）

▼「
家
庭
菜
園
」を
し
っ
か
り
読
み
ま
し

た
。
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
安
全
な
野
菜

を
食
べ
さ
せ
た
い
と
思
い
、
自
分
で
も

野
菜
を
育
て
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

津
山
市
・
寺
阪 

舞
子
さ
ん（
30
代
）

▼
広
報
誌
は
我
が
家
の
野
菜
づ
く
り
の

教
科
書
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

美
咲
町
・
ク
ロ
ち
ゃ
ん（
60
代
）

▼
い
つ
も
広
報
誌
を
読
ん
で
い
ま
す
。
新

鮮
な
野
菜
が
食
べ
た
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
農
家
さ
ん
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

奈
義
町
・
み
さ
さ
ん（
50
代
）

▼
身
近
な
人
が
広
報
誌
に
載
っ
て
い
る

の
で
親
近
感
が
わ
き
ま
す
。知
ら
な
か
っ

た
情
報
も
あ
り
、楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。

勝
央
町
・
き
ょ
う
り
ゅ
う
さ
ん（
30
代
）

２０２5年5月15日（木）必着応 募 締 切

スマートフォン
から簡単応募▶▶▶

F A X

086-476-1840

応 募フォー ムハ ガ キ

本誌掲載の商品は総額表示で表記しています

JA晴れの国岡山 晴ればれ応募

URL：https://www.ja-hareoka.or.jp/
　　 form/harebare_present/ 

LINEで応募が
できるようになりました。

詳しくは
こちら! 正解者の中から抽選で

15人の方に

｢豚ロース（トンテキ用）｣
 プレゼント！！※写真はイメージです

春
が
来
た

　心
も
身
体
も

　ポ
ッ
カ
ポ
カ

ケ
ン
ち
ゃ
ん

寒
い
か
ら

　暑
い
に
変
わ
り

　春
は
ど
こ

は
ゆ
あ 

さ
ん

忙
し
や

　短
い
春
に

　背
を
押
さ
れ

宇
野

　誠 

さ
ん

桜
咲
き

　人
が
つ
ど
い
て

　晴
れ
や
か
に

み
っ
ち
ゃ
ん
ず 
さ
ん

ア
フ
ロ
ヘ
ア
ー 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
食
べ
た
く
な
っ
た 

い
ん
こ
ち
ゃ
ん

桃
が
咲
き

　祖
父
母
の
畑

　春
匂
うあや

き 

さ
ん

あ
ぜ
み
ち
川
柳

あ
ぜ
み
ち
川
柳

井
原
市
・
橋
本 

厚
美
さ
ん

津
山
市
・
山
県 

冨
美
子
さ
ん

アロエが４０年ぶりに開花しました
倉敷市・木こりさん

庭
に
咲
い
た
花
で
す

奈
義
町
・
浅
野 

久
仁
子
さ
ん
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ホームページ
随時更新中！！

晴れびと

地域農業の一員として
資材開発で支える
特 集
女性部の仲間づくり ～家の光大会の体験発表～

「組合員の笑顔」が広がる「協同」の素晴らしさを伝える広報誌
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